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【開催日】 令和２年３月１１日 
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委員 中 岡 英 二 委員 長谷川 知 司 

委員 山 田 伸 幸   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

議長 小 野   泰   
 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 消防課長 末 永 和 義 

消防課主幹 岩 村   淳 消防課課長補佐 田 中 弘 保 
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地域振興部長 川 地   諭 地域振興部次長兼シティセールス課長 吉 井 明 生 

シティセールス課課長補佐 原 田 貴 順 シティセールス課地域政策係長 中 村 扶実子 

シティセールス課観光振興係長 原 野 浩 一 シティセールス課広報係長 道 元 健太郎 

シティセールス課市民館長  舩 林 康 則 文化振興課長 長 井 由美子 

文化振興課主幹 渡 邉 俊 浩 スポーツ振興課長 矢 野   徹 

スポーツ振興課主任主事 幸 池 百 子 山陽総合事務所長 堤   泰 秀 

地域活性化室長 吉 村 匡 史 市民窓口課長 川 﨑 信 宏 
 

【事務局出席者】 

事務局次長 石 田   隆 議事係長 中 村 潤之介 
 

【付議事項】 

１ 議案第１１号 令和２年度山陽小野田市一般会計予算について 

                 （総務文教分科会所管分） 
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午前１１時 開会 

 

河野朋子分科会長 それでは、ただいまから一般会計予算決算常任委員会総務

文教分科会を開会します。よろしくお願いします。審査内容１番から始

めます。①の中の１款議会費について、ここでは事業がありませんので、

このページの中から、質疑を受けたいと思いますので、質疑のある方は

お願いします。 

 

山田伸幸委員 １１節の需用費について伺います。印刷製本費が１８３万

１，０００円となっているんですが、これは議会だよりの印刷かと思う

んですが、何ページ立てを基本として計算されているんでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 １回当たり１６ページ、それを年４回発行するという予

算立てになっております。 

 

山田伸幸委員 例えば臨時に出すとかという場合は、この範囲内でしか出せな

いということなんでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 原則そのようなことになります。 

 

山田伸幸委員 近年、議会にもタブレットを導入しようとか、いろんな研修な

んかもやったりしているんですが、そういった議会の今後の議会力をア

ップするための様々な取組については、どこの予算となるんでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 まず議員の視察の旅費、費用弁償ですが、例えば９節の

旅費の費用弁償、これが委員会の視察等の旅費が入っております。それ

から、あと議員研修会の費用として１０万円、予算を研修の費用として

ここに入っております。これは講師謝礼ということで８節です。それか

らあとは、研修ではございませんが１８節の備品購入費に図書購入費が
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ありますので、これで議員にとって必要な書籍を購入していただくとい

うものになります。 

 

山田伸幸委員 議員として政務活動費が非常に気になるんですが、これは現行

どおりということで、この予算ということでよろしいんでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 そのとおりです。 

 

奥良秀委員 議会費が前年度と比較して１，３００万円程度減額になっている

んですが、この関係は、放送施設の関係がメーンで減ったのかっていう

のはちょっと確認で教えてください。 

 

石田議会事務局次長 今、奥委員からお話のありました、放送設備、議会中継

公民館配信等の関係ですが、その関係と、あと委員会の会議録の作成シ

ステムの関係です。 

 

山田伸幸委員 それと非常に気になっている分として、会議録の出来上がりが

以前に比べて更に遅くなってきているように感じているんですが、これ

については、現在、委託されている先との協議等は進んでいるんでしょ

うか。 

 

河野朋子分科会長 本会議の会議録ですか。 

 

石田議会事務局次長 はい、協議はしております。それで、確かに、議員御指

摘の部分がありますので、再度協議、そしてその辺りのなるべく早く作

るということに努めたいと考えております。 

 

長谷川知司委員 今の関連ですけど、テープ起こしするのは、本会議は委託で

すけど、委員会とかで職員がされるのはまだあるんですか。 
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石田議会事務局次長 はい、本会議録は業者に委託しております。委員会につ

いては、事務局の職員で作成しております。 

 

長谷川知司委員 職員には、ばくだいな量になると思うんですけど、これも委

託っていうことは、将来的にはそういう方向で考えていくということで

いいんですかね。 

 

石田議会事務局次長 今年度、委員会会議録をより迅速に、効率的に作るため

の会議録の作成システムを導入いたしまして、今それで行っております。 

 

山田伸幸委員 委員会の会議録について、システムを導入していると言われま

したが、以前試験的に導入されたときは、非常にミスが多くて使い物に

ならないというふうな話だったんですが、最近はそういうことはない、

新しいシステムは問題ないということでよろしいんでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 この度入れましたシステムは、かなり変換効率が良く、

当然１００％には行きませんが、かなり効率的な変換がされて、事務作

業も大分スピードアップしていると認識しております。 

 

伊場勇副分科会長 今年度、約５００万円かけてシステム導入されて、いろい

ろ議事録のことについていろいろ研究されていると思うんですが、来年

度に向けて、機械器具の借上料とかもありますが、また新たに新しいシ

ステムを導入するとか、そういったお金をこの中に入っているのか、も

しくは今のまま、もっと効率的にやっていくのかっていうのが１点と、

あと、職員の業務の負担は今年度どうですか。それと、来年度に向けて、

少しは軽減されるというふうな形ですか。 

 

石田議会事務局次長 まず、この機器類に関しては、議場の中継システム、マ

イク等、それから委員会の中継等の機器等の設備の費用を来年度入れて

おります。来年度、新たに新しい機器を導入するというような予算には
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なっておりません。現在のを引き続きということです。それから、委員

会の会議録につきまして先ほど申しましたように、かなり今年度導入し

たものが委員会の記録作成に役立っているという状況で、その面におい

ては、かなりの事務負担の軽減が図られているのではないかと感じてお

ります。 

 

山田伸幸委員 今、耐震改修の関係で、本会議場が使えない会議が今後生まれ

てくると聞いているんですが、本会議場が改めて使えるのは何月議会を

めどとされているでしょうか。 

 

石田議会事務局次長 工事の担当部署から聞いておりますのは、今年度の秋ぐ

らいから使えるであろうと。今現在工事中ですので、そして工事の状況

によって、いろいろ変動はあるかもしれませんが、おおむねそのぐらい

の時期ではなかろうかと認識しております。 

 

笹木慶之委員 先ほど政務活動費のことが出ましたが、大変自信を持って変更

ありませんと言いましたが、どのような審議過程を経られたんでしょう

か。政務活動費です。どのような議論をして、そのようにおっしゃった

のか。 

 

石田議会事務局次長 はい、政務活動費の額の変更ですか。(「はい」と呼ぶ者

あり)これは条例で１人当たりの月額の金額が決まっておりますので、そ

れに基づいて予算要求をしているということですので、特にその予算要

求額に事務局として、どうこう変えることもできませんので、その条例

に基づいて額を要求しているということです。 

 

笹木慶之委員 あえて伺いますが、本市の政務活動費、いろんな行政視察もあ

って、比較をいろいろ、事務局も見ておられると思いますが、どのよう

にお考えでしょうか。ほかに聞くところがないからお尋ねします。 
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石田議会事務局次長 はい、他市と比べると、本市は低い額になっているとい

う認識はしております。ちょっとそれ以上、私のほうから申し上げられ

ません。 

 

笹木慶之委員 それはそれと分かりました。ということで、一応ね、問題提起

だけしておきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 この問題は事務局にお任せするんではなくって、議会自身がで

すね、やはり自分たちの活動を振り返ってやるべきだと思いますので、

是非議会自ら、特に議会運営委員会を中心に、この辺の見直しが私も是

非必要だと思います。できれば、議員報酬以上にここの部分を手厚くす

べきだと私は考えておりますので、これは、私たち議会の責任ではと考

えます。 

 

河野朋子分科会長 意見ということでよろしいですか。質疑はもうよろしいで

すか。議会については。議会費のところは終わりまして、９款の消防費

は、事業がありますので事業の説明を先にしていただきたいと思います。 

 

末永消防課長 それでは、審査事業５番、埴生分団庫整備事業について御説明

します。資料については、１９ページから２２ページとなります。事務

事業名は、埴生分団庫整備事業です。事業概要としましては、埴生分団

庫の老朽化により、新たに埴生分団庫を建設するものです。現在の埴生

部分団庫は、埴生支所に併設して建設されており、令和２年度に埴生支

所・公民館が解体されるに当たって、解体後に現在と同敷地内に埴生分

団庫を建設するための設計委託をするものです。また、埴生分団庫の建

設は、令和３年度に建設工事を行うものです。続きまして、資料２１、

２２ページを御覧ください。ページの中央付近に黒く塗られた長方形の

部分がありますが、建て替えの位置は、現在の埴生支所・公民館敷地の

北西の位置、現在、埴生分団庫があります現行とほぼ同じ位置を考えて

おります。以上です。 
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河野朋子分科会長 事業について説明が終わりましたので、質疑を受けたいと

思います。 

 

山田伸幸委員 建設場所のことなんですが、ここはもし仮に増水等があったと

き、海からの高波や、あるいは山からの増水があったときに、川のすぐ

そばだと見ているんですが、影響は大丈夫なんでしょうか。 

 

末永消防課長 ハザードマップ等によりますと、高潮になりますが、これにつ

いては区域の中には入っておりません。 

 

山田伸幸委員 いや、１９９９年ですか、あのときの高潮のときも、この場所

は問題なかったということでよろしいですか。 

 

末永消防課長 私が聞いております範囲では、そちらには影響はなかったと聞

いております。 

 

長谷川知司委員 用地借上料というのはどういうことなんですか。 

 

末永消防課長 はい、令和２年度に埴生支所と公民館が解体されるに当たりま

して、これと併設しておりますのが、埴生分団庫となります。支所と公

民館を解体するに当たりまして、埴生分団庫も解体が行われます。解体

が行われた後の建設期間までの間に、埴生分団の消防車両、そして埴生

分団員さんの待機場所が必要になってまいりますので、そちらの埴生分

団の消防車を止めておく場所につきまして、借上げを行うものです。 

 

長谷川知司委員 埴生出張所がありますよね。また青年の家がそこにあるんで

すけど、そこは全然駄目ということなんですかね。 

 

末永消防課長 埴生出張所も当初検討しましたが、現在３台の車両が入ってお
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りまして、ここに止めるのは難しいという判断をしております。また青

年の家につきましては、屋根部分は確かにありますが、消防車両が全て

のものを車庫の中に入れているという状態でないので、外に放置してお

くのはいかがなものかというところで、現段階で考えておりますのはシ

ャッター付きのところで検討を進めているところです。 

 

奥良秀委員 ちなみに借上げ場所の予定地は、今どちらになっているでしょう

か。 

 

末永消防課長 はい、今交渉しているところで、はっきりしたところは申し上

げられないんですが、現行の場所に近いところで話を進めさせていただ

いております。 

 

奥良秀委員 先ほど山田委員からありましたハザードマップの中では、大丈夫

なところと考えてよろしいでしょうか。 

 

末永消防課長 次年度借上げする場所につきましても、浸水の危険性がない場

所と考えております。 

 

笹木慶之委員 令和４年に擁壁工事とあるんですが、ちょっとこれを教えてく

ださい。 

 

末永消防課長 こちらの擁壁工事につきましては、現行の埴生支所、埴生公民

館の敷地の北側になりますが、一般の方が通られる通路に面した部分で

す。こちらにつきましては、ブロック積みの擁壁に現在なっております

ので、これについて将来的に崩れる可能性があるという観点から、そち

らについて改修を念頭に、教育委員会と事業を進めていこうと考えてお

ります。 

 

笹木慶之委員 そうしますと、この図面で見ますと、ここの部分ですね、これ
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全域ですね。(「はい」と呼ぶ者あり)はい、分かりました。 

 

伊場勇副分科会長 新しく建てるに当たって、今の埴生分団の方の要望や、新

しくするのであれば機能強化というところは今どうお考えでしょうか。 

 

末永消防課長 埴生分団の団員数等を考慮いたしまして、厚狭分団とほぼほぼ

同数の団員さんがおられますので、厚狭分団と同規模の埴生分団庫と考

えております。 

 

伊場勇副分科会長 詰所っていうところも一緒に建てるっていうふうに書いて

いますけど、今現状、余り詰所といったような感じのところがちゃんと

ないような雰囲気に僕は思っているんですが、新しく建屋を造って、二

つの部屋を造るというような形なんですかね。 

 

末永消防課長 車庫部分と、もう一つの部屋という形で２部屋という考え方に

なります。 

 

山田伸幸委員 具体的に車庫部分がどの程度の広さ、詰所がどの程度の広さと

いうふうに考えておられるでしょうか。 

 

末永消防課長 車庫部分につきましては、おおむね３４平米、詰所につきまし

ても、おおむね同じ程度の広さと考えております。合計しましたら、７

０平米を若干下回るかと考えておりますが、まだ設計が次年度になりま

すので、多少の誤差が出ようかと考えております。 

 

長谷川知司委員 今設計の話が出たんですが、設計側の工事費について大体２

０％ということで結構、設計委託料がいいなという見方をしております

が、一番最近では厚狭北分団庫をたしか造られたんですよね。ああいう

パターンでいけば、もうちょっと設計委託料も参考事例があれば安くな

ると思いますので、そういうことを活用して、できるだけいいものを造
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らにゃいけんですけど、設計委託料も安くなるんじゃないかなと思いま

すので、参考までに申しました。 

 

河野朋子分科会長 これは意見ということで受け止めてください。 

 

山田伸幸委員 消防団のことがよくわからないので教えていただきたいんです

が、出張所との連携といいますか、その辺は具体的にどのようにされる

んでしょうか。例えば、現場に移動したり、あるいは詰所に人がおられ

るときに、どういう連絡体制となるんでしょうか。 

 

末永消防課長 消防団との連絡体制につきましては、各車両に消防無線という

ものを載せております。これにつきまして、常備消防と非常備消防の連

絡が取れるということと、あとは、これは個人的な形にもなりますが、

消防団の方は携帯電話等を現在はお持ちですので、携帯電話を使って出

張所と連絡を取られる場合もあります。 

 

河野朋子分科会長 この事業についてよろしいですか。はい、では事業につい

ては終わりましたので、消防費の該当ページについて質疑があれば受け

たいと思います。２４６ページから２４９ページまでの間で質疑を受け

ます。 

 

山田伸幸委員 ２４７ページの常備消防費のうちの１９節負担金で消防組合費

の分担金が９億２，８８５万２，０００円計上されているんですが、こ

れは今年度どういった事業計画があってこういう分担金になっているん

でしょうか。 

 

末永消防課長 事業計画につきましては、山陽小野田市に関するものについて

でありますと、小野田消防署のはしご車と山陽消防署になりますが資機

材搬送車、あとは埴生のタンク車ということになります。その他につき

ましては人件費等の差額になります。 
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河野朋子分科会長 はい、ほかにありますか。よろしいですか。このページに

ついて、それでは①番の審査を終えたいと思います。続きまして、②番

に入りますので、職員入替えのため１０分間休憩します。よろしくお願

いします。 

 

午前１１時２５分 休憩 

 

午前１１時３５分 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは分科会を再開します。審査番号②の審査に入りま

すが、ここでは、審査事業がありますので説明を受けますが、そこに少

しありますが、横並びにあります９番、12 番、13 番の事業は関連事業

ですので、まとめて簡潔な説明をお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 よろしくお願いします。４１ペー

ジを御覧ください。審査事業９番、シティセールス推進事業について御

説明します。この事業は、４３ページ以降に記載しておりますシティセ

ールス推進事業（ロゴマーク普及啓発事業）とセットですので、こちら

もあわせて御説明させていただきます。まず、一つ目の事業の概要です。

市の認知度の向上を図るため、市の魅力を市内外に発信するとともに、

新たな魅力の発掘に取り組むため、昨年改定したシティセールス推進指

針に基づき、スマイルプランナー登録制度の運営の強化やシビックプラ

イド醸成の機運を高めるためのアドバイザーの活用、その他シティセー

ルス推進協議会の開催等に取り組むものです。 次に指標ですが、シティ

セールス全般にわたる戦略づくりやその普及等の結果の表れとして、市

公式ホームページ、ＳＮＳの閲覧数を活動指標に掲げ、目標値を定めて

おります。下の妥当性、有効性、効率性については、当事業の予算種別

が経常であるため、点数はついておりません。４２ページには、予算を
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記載しておりますが、支出の内訳としては、報償費６４，０００円、普

通旅費２７０，０００円、消耗品費６４１，０００円、印刷製本費

１４９，０００円、通信運搬費８４，０００円、デザイン委託料

２２０，０００円の合計１，４２８，０００円。財源としましては、物

品売払収入、これはピンバッジの頒布に係る収入として６０，０００円、

その他は一般財源を充当しております。続いて、４３ページのロゴマー

ク普及啓発事業について御説明します。事業概要ですが、これはロゴマ

ーク入り缶バッジの無料配布を行うものです。指標ですが、缶バッジを

無料配布した個数を活動指標としており、シティセールス課の窓口で一

日１０個を上限に配布するという計算で目標値を定めております。下の

妥当性、有効性、効率性については、重点プロジェクトに該当する事業

ということで３７点の評価となっております。４４ページには、予算を

記載しておりますが、支出の内訳としては、缶バッジの材料代として消

耗品費１０５，０００円。財源としましては全額一般財源を充当してお

ります。４５ページには、平成３０年度の事務事業評価シートを掲載し

ております。これまで御説明しました２つの事業は、平成３０年度はこ

の一つの事業でありましたので、こちらのシートで評価の状況を御説明

します。平成３０年度はシティセールスの立ち上げの年でありましたの

で、推進指針の策定、推進本部及び推進協議会の立ち上げ、スマイルプ

ランナー登録制度の構築等に取り組み、シティセールスの浸透を図りま

した。この取組はまだ緒に就いたばかりであり、今後とも一層の定着を

図っていく必要があることから、目標の達成度は「Ｂ」、今後の方向性は

コスト投入を現状維持にとどめつつ、成果の拡充を図るとしております。

４６ページには、費目ごとの内訳を記載しておりますので御確認くださ

い。次に、５９ページを御覧ください。審査事業 12 番、シティセール

スＰＲ強化事業について御説明します。まず、事業の概要です。当事業

は、本市の新たなＣＩ戦略を進めるために平成３０年度から開始したも

ので、ＰＲロゴマークの策定や、くぐり岩と花の海をモチーフにした新

たなポスターを作成して、本市の玄関口である厚狭駅新幹線口に掲示す

ること等を行っているものであり、来年度は、厚狭駅に加え、小倉駅の
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デジタルサイネージも活用しようとするものです。次に指標ですが、Ｐ

Ｒ事業の成果を図るものとして、市公式ホームページ、ＳＮＳの閲覧数

を活動指標に掲げ、目標値を定めております。下の妥当性、有効性、効

率性については、重点プロジェクト該当事業等ということで３７点の評

価となっております。６０ページには、予算を記載しておりますが、支

出の内訳としては、広告料９８３，０００円。財源としましては、地方

創生推進交付金４９１，０００円、一般財源４９２，０００円を充当し

ております。６１ページには、平成３０年度の事務事業評価シートを掲

載しております。活動指標の目標値には届いておりませんので、目標達

成度は「Ｂ」としておりますが、市のイメージ発信のため、ロゴマーク

は活用しやすいツールとして定着しつつあり、くぐり岩等のポスターも

本市のイメージ定着に貢献しているものと評価しております。ただし、

この事業だけで認知度の向上を図ることは困難であることから、シティ

セールスに関する他の事業とも連動させながら効果を高めていくことと

し、今後の方向性は、コスト投入を現状維持にとどめつつ、成果の拡充

を図るとしております。なお、先ほど申しましたとおり、小倉駅のデジ

ダルサイネージの活用部分は新規でありますが、地方創生推進交付金を

活用することにより、コスト投入量に係る一般財源の増加分を圧縮して

おります。６２ページには、費目ごとの内訳を記載しておりますので御

確認ください。次に、６３ページを御覧ください。審査事業 13 番、わ

がまちの魅力発信事業について御説明します。当事業は、事務事業名と

しては初めてお目に掛けるものと思いますが、内容としてはこれまで他

の事業の一部として実施しておりましたものを抜き出したものですので

継続事業という扱いにさせていただいております。まず、事業の概要で

す。プロスポーツの観戦という多くの人が集まる機会を活用して市のＰ

Ｒ事業を行おうとするもので、広島のマツダスタジアムでのわがまち魅

力発信隊への参加や、レノファ山口のホーム試合でのＰＲブースの出展

等からなります。マツダスタジアムでのＰＲ事業は、今年度はふるさと

納税のＰＲ事業の一環として実施し、レノファ山口のホームゲームでの

ＰＲ事業は以前からシティセールス推進事業等の一環として実施してお
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りましたが、スポーツファン向けというターゲットでの絞り込みをかけ

たＰＲ事業という形に構成しなおしております。次に指標ですが、事業

の内容を踏まえて、ＰＲイベントの実施回数やブースへの来場者数を掲

げ、それぞれ目標値を定めております。下の妥当性、有効性、効率性に

ついては、重点プロジェクト該当事業等ということで３５点の評価とな

っております。６４ページには予算を記載しておりますが、支出の内訳

としては、普通旅費８７，０００円、消耗品費２６０，０００円、通行

料１０，０００円、イベント出展負担金３６８，０００円。財源としま

しては、全額ふるさと支援基金繰入金を充当しております。６５ページ

には、費目ごとの内訳を記載しておりますので御確認ください。説明は

以上です。 

 

河野朋子分科会長 はい。今、３事業についての説明がありましたので、これ

は関連しておりますので、質疑ありますか。 

 

山田伸幸委員 ４１ページのシティセールス推進事業の目標指標、活動指標又

は成果指標のところで、令和１年は４月から７月になっているのは、こ

れなぜですか。年間になっていないのは。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 こちらはですね、この事務事業調

書を作成する時点で、このような様式で出すようになっておりますので、

そのような形にさせていただいております。 

 

山田伸幸委員 これ、その前の平成３０年はこれは年間通した件数ということ

でいいですか。ＳＮＳの閲覧数だったら、これいつだってすぐ確認でき

ると思うんですけど、実際にまだ年度途中でありますけれど、最新のも

ので、どのぐらい行っているんですか。 

 

河野朋子分科会長 現時点で分かる数字があればお願いします。 

 



15 

 

道元シティセールス課広報係長 最新のもので、今年度の４月から２月までと

いうことで紹介させていただきますが、およそリーチ数が２８万件にな

ります。ホームページに関しましては、もう一度確認して、再度回答し

たいと思います。 

 

奥良秀委員 ４２ページの金額のところでデザイン委託料っていうのが、令和

元年度２２万円、令和２年度も２２万円っていうふうに挙がっているん

ですが、こちらの方は何か新しいデザインを作成される予定なんでしょ

うか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 新しいデザインを今時点で何か取

り入れようというものではなくて、あくまでも、例えば新しいものを作

ろうというときのための年間大体５万円掛ける４回分ぐらいの算定での

ものになっておりまして、随時対応していきたいというものです。 

 

中岡英二委員 ４１ページの事業概要の中で、スマイルプランナー制度の運営

の強化とありますが、今現在、どれぐらいの方が登録されていますか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 今日現在の登録者数ですが、団体が５１

団体、個人が１５８人です。 

 

伊場勇副分科会長 この９番のところでスマイルプランナーを言わなきゃい

けないと思うんですけども、５１団体１５８人ということで、強化とい

うことで、数だけ増やせばいいっていう話じゃなくて、それをどういろ

いろ連結させていくかとかいうところが問題になっていると思いますが、

令和２年度に向けて具体的な方向性とか、お互いのプランナー同士の交

流の場とかがあれば、またいろいろな効果が生まれるんじゃないかなと

思いますけども、その辺のお考えを聞かせてください。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今御指摘のところは、今年度中か
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らも課題として認識をしていたところです。単に人を増やすだけじゃな

くてというふうなところで。今年度中からも、少しずつそういう実績を

出してきたところはあります。例えばレノファの交流イベントなんかが

サッカー場であるときに、レノファファンの登録者の方でスマイルプラ

ンナーになっていらっしゃる方にお声掛けをして、我々と一緒にそのＰ

Ｒブースの運営といいますか、例えばアンケート調査をするときのアン

ケート用紙を配っていただくというふうなこともやっていただいたりと

いうこともありました。それから、タンデム自転車の体験試乗会、これ

をやったときも、スポーツ関連でまちづくりに貢献したいというスマイ

ルプランナーの方にお手伝いをいただいて、その体験者を集める人集め

の段階から、いろいろ皆さんをお知り合いの方に声を掛けていただいて

ということもありまして、少しずつどういうふうな形でコラボレーショ

ンできるのかというふうなことの試験的な取組というのは今年度からや

ってきていました。これは今のところあくまでも市とスマイルプランナ

ーさんっていう形のコラボになっています。来年度以降は、また今度、

今言われたような、スマイルプランナー同士のコラボレーションという

ふうなものをどういうような形で実現していくのか。これは連絡といい

ますか情報をどういうふうな形で共有させていくかっていうふうな仕組

みづくりにも関わってくるものだと思いますけれども、その辺りはもう

来年度しっかりと、年度当初からですね、考えて、少しずつですけれど

も、実績を上げていきたいというふうには考えております。以上です。 

 

伊場勇副分科会長 方向性はすばらしいと思います。是非プランナー発信の事

業だったりとか、イベントになると大きくなっちゃうんで、少しのごみ

拾いとかでもいいので、そういうところをしっかり受け入れる体制を行

政として、しっかり取っていただきたいなと思います。意見です。お願

いします。 

 

山田伸幸委員 以前、観光事業をやっておられる事業者から、いろいろ山陽小

野田市の魅力について掘り起こしていただくというようなことをされて、
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この場で私たちもその報告を受けたんですけれど、それが現在どのよう

に生かされているんでしょうか。 

 

河野朋子分科会長 今の質問、もう１回ちょっと。どういう趣旨ですかね。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ちょっと確認させてください。平

成３０年度に、専門の業者さんにお願いしてプロモーションの調査をや

ったものということでよろしいですかね。(「はい」と呼ぶ者あり)平成

３０年度に委託をいたしまして、特に焼野海岸エリアを中心にした形で

の観光の素材の発掘と今後の展開につきまして提案を頂いたものがあり

ます。そちらにつきましては、観光の新しいプラン、こちらを作るもの

の中に数多くその中で提案されたものは反映させていただいております。

１月頃でしたか、パブリックコメントをさせていただきまして、もうす

ぐ成案になるという状況です。平成３０年度に行った調査の結果を踏ま

えて、今年度観光の新しいプランを作った。その後またそのプランにの

っとって、様々な展開をしていくということを今考えております。 

 

河野朋子分科会長 それ観光プロモーション事業の件になりますかね。14 番の

事業ですね。そのときに。今、９、12、13 番でお願いします。 

 

笹木慶之委員 スマイルプランナー制度についてお尋ねをします。いわゆるど

のような選定基準というか、何か基準があって、制度ですから運用があ

りますよね。何かの決まりがあって行っておられると思いますが、それ

がどうなっているのか。もう一つは、スペシャルというやつがあるじゃ

ないですか。これも、どうなっているのか教えてください。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 まず、そのスマイルプランナー登

録制度ですけれども、これはシティセールスを我々がしていく中で、そ

の成果として、山陽小野田市のファンになったというふうな方、もちろ

んもともとファンの方もいらっしゃいますけれども、そういった方々が
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一緒にまちづくりをやっていこうと。スマイルシティというものを作っ

ていく、活動の内容はまちまちなんだと思いますが、一つにスマイルシ

ティを作っていく仲間なんだというふうな思いを共有する一つの仕掛け

として、そして、先ほどもありましたがそういう思いを持った人同士が、

一緒にまた新しいコラボで活動していこうというためのネットワーク、

情報網というか連絡網というか、そういうふうな実利的な機能を持たせ

るため、そういうふうな大きな目的が二つありましてこの登録制度を作

りました。登録する上での基準というのは厳密にやるものではなくて、

そういう思いを重視したいものですから、登録を希望される方が、私は

こういう分野で、あるいはこういう活動で市のために頑張りたいと思っ

ていますということを登録の申請書上で明記していただいておけば、登

録をするという形になっております。もう１点、スペシャルに関しまし

ては、今申しましたような思いを持ってらっしゃる方の中で、特にその

情報発信の分野で、その情報発信力が高い人、その能力を持っていらっ

しゃる方で、ある程度実績がある方を特に市長が認めた場合に、スペシ

ャルという区分に登録するという形になります。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか。今の続きですね。はい、笹木委員。 

 

笹木慶之委員 そうしますと、いわゆる誰でもいいわけですね。早く言えば。

いわゆるスマイルプランナーは、いわゆる自己申告制度のようなもんで

すから、申告内容に書いてあるものであれば誰でもいいということです

ね。まずそれが１点。２点目は、特に、情報発信力があるものというこ

とで、スペシャルの部分についてはね、市長が認めたものということで

すが、これは市長が皆一つ一つ決められはしませんが、あなた方のほう

でされると思いますが、やっぱり何か基準があると思うんですよ。何も

なしに、主観論で、やっぱり客観的な何かをもって諮らないといろんな

市民の方が、あれがあってなぜ私がないのというような形のものもいろ

いろあるかもしれません。だけど、いいことするんだから、やっぱり広

くやればいいんじゃけど、やっぱりそこにはきちっとした基準がないと、
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なった方も余りおもしろくないんじゃないか。これ、特定のことを出し

て言うわけでありませんが、ある方が紹介されました。ある方があると

ころに紹介されましたが、全然今までの経歴が分からないんです。今こ

んな人と。それを見てね、これはどんなことしている方かなあと思った。

これは今回１件だけじゃなしに前もあったんですが、ということは、選

定はどうなっているかなという気がしたから尋ねているわけですから、

もっと具体的なことがあると思いますが、なければいいですが、教えて

ください。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 まず最初の御質問の中で誰でもな

れるのかということですけれども、基本的な要件、例えばその政治的な

活動を目的にしたとか、宗教的な活動を目的にしたとか、あるいは暴力

団関係とか、そういうふうな方はなれませんよというふうな一般的なル

ールがありますけれども、それ以外は今現在、例えば活動実績がなくて

も、今後私は山陽小野田市のためにこういうことやりたいっていう思い

があれば、一般のスマイルプランナーには登録できるというものがあり

ます。１点目はそれです。それからスペシャルのほうですけれども、明

確な基準っていうのはないのかということでして、こちらも、今後の運

用の中である程度の実績が出てくる中で積み上げていって、この辺が相

場感かなというのは出てくるのかもしれません。この度、第１号として、

西広ショータさんという方をスペシャルに登録をしていただきました。

この方は、１０月のハロウィンのイベントの関係で、オリジナルソング

を作っていただいてというのがまずありまして、その後も、自らスマイ

ルシティという曲を作られて、自らそれをユーチューブに乗せられて動

画で発信されて、いろんな形でＰＲしていただいていると。本人のライ

ブ活動で全国回られるときにも、市のＰＲを一生懸命していらっしゃる

という実績がありましたので、感謝の思いも込めまして第１号という形

で認定をさせていただきましたけれども、そういう形で実績が明確に私

ども事務局としても把握できるという状況になれば、スペシャルに認定

する、登録するということは今後もあろうかと思っております。 
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笹木慶之委員 私の認識不足でしたが、今回は第１号なんですね、今までなか

ったんですね。はい、分かりました。それはそれとして、これからの問

題でしょうが、問題は、いいことされるんだからいいんだけど、例えば

そうでないようなことが起こったときに、対処策は考えておられますか。

それはいろんなことが想定されますよね。やっぱりいろんな面で、そう

いったときには、プランナーの取消しというのがあるんですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 登録を抹消するということもあり

ます。 

 

河野朋子分科会長 先ほどの数字が出ましたか。 

 

道元シティセールス課広報係長 先ほどの御指摘のありました公式ホームペー

ジとＳＮＳの閲覧数、今日現在で、１０６万６，６８７件です。４月１

日から３月１１日現在になります。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか。今の数字の確認。今の数字でのことで、

ちょっとそれだけ、はいどうぞ。 

 

中岡英二委員 この数字の中にはユーチューブ等は入っているんですか。 

 

道元シティセールス課広報係長 ユーチューブは入っておりません。 

 

山田伸幸委員 フェイスブックをされていますけど、それはどうなっています

か。 

 

道元シティセールス課広報係長 内訳ですが、フェイスブックに関しましては

リーチ数ということで２７万８，８３４件。差し引きました７８万

７，８５３件がホームページということになります。 
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山田伸幸委員 そのホームページというのは、観光のページに来られた方の数

ということでよろしいんでしょうか。 

 

道元シティセールス課広報係長 観光のホームページということではなくて市

の公式ホームページということになりますので、観光協会のホームペー

ジはカウントされておりません。 

 

河野朋子分科会長 今の数字の件だけでちょっと質疑があれば。それ以降は午

後に回したいと思います。お昼になりましたので、ここで午前中の審査

を終わりまして、午後１時から再開したいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

午後０時１分 休憩 

 

午後１時 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは、分科会を再開します。審査番号②のところで、

審査事業９、12、13 の説明を受け、今質疑をしております。引き続き質

疑を受けますので、よろしくお願いします。 

 

伊場勇副分科会長 缶バッジのことについてです。４３ページ、４４ページな

んですが、１日１０個を継続するということで、今現在、市民の反応で

あったりとか、１０個毎日配られているのかというところと、あとその

缶バッジをあんまり付けている人をそこまで普通、生活していて見ない

かなって思うんですよ。ただ、これを進めるに当たり、どういったこと

を目標にしているのかなあって。配るだけじゃなくて、そこをちょっと

教えてほしいなと思います。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今の缶バッジの件ですけれども、
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缶バッジ自体を配ってどうこうっていうことではなくてロゴマーク、こ

の山陽小野田の新しいスマイルマークといいますか、このロゴマークを

浸透させたいという思いで、今１日１０個の計算で制作してというふう

な形にしております。これも、作った当初は、かなり窓口のほうに来ら

れて、くださいっていう方がいらっしゃいましたけど、今はどちらかと

いうとイベント等に来られた方にお配りしてという状況での使い方が多

くなっております。一応計算上は１日１０個という形でやっております

けれども、一応今年度、今現在で２，２００個ぐらい使っております。

定型的ないわゆるスマイルマークのパターンだけじゃなくて、イベント

イベントに応じて少しアレンジしたデザインにしてというふうな形で、

こちらのほうも楽しみながら、また、お配りした相手も非常に喜んでい

ただきながらというふうな形で、コミュニケーションのいいツールには

なっているのかなというふうには考えておりますので、またこれも、手

作りでやっております。柔軟にずっとデザインなんかも変えながらやっ

ていけますので、そういった形でロゴマークの普及ということと、それ

を通じた市民の皆さんとのコミュニケーションのツールとして、今後も

役立てていきたいと考えております。以上です。 

 

伊場勇副分科会長 そのロゴマークを使った缶バッジをそういった意味もあり

ながら、やはり何かもう一つ、例えばそのオレンジフェアがありますよ

ね。そのときには、その缶バッジを持っておかないとそのサービスが受

けられませんよとか、そういった何かこういろいろ連動してやっていく。

連動して何かこう使っていくっていうようなやり方も必要なんじゃない

かなと思いますけど、その点いかがですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今御指摘のような形での工夫とい

うのは、いろいろしていきたいと思っております。たしか今年度も竜王

山ウォークというのがあります。竜王山ウォークに参加された方には缶

バッジが配られるんですけど、その缶バッジをハロウィンのイベント会

場に持って来られた方には、ブースのほうでプレゼントとして配るとい
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うふうな形での連動もしておりましたし、今後もそういった形での使い

方を考えていきたいと思っております。 

 

山田伸幸委員 来嶋又兵衛はどのように生かされるんでしょうか。せっかくポ

スターも作り、一部にコアなファンがいらっしゃるというのも分かった

んですけど、かなりお金も掛けて作られたと思うんですけど、いかがで

しょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 来嶋又兵衛のデザインにつきまし

ては、観光協会の事業といたしまして、昨年度、明治維新１５０年を記

念してデザイン化したものです。こちらにつきましては御承知のとおり、

今年度はハロウィンイベントなんかでも、メーンのキャラクターのよう

な形で使わせていただきましたし、今まだ作業中ですけれども、また、

今新しいキャラクターとしてもちょっと和泉式部というものも、かるた

のまちというものも掛け合わせながら、男性のキャラクター女性のキャ

ラクターという形の作業をしているところです。また今後は、そういっ

たペアでの使い方とかいうことも含めまして、これは主に観光協会の取

組になろうかと思いますけれども、しっかりと生かしていきたいとは考

えております。グッズの活用、作成とかですね、そういった形も含めて

考えております。以上です。 

 

山田伸幸委員 ああいうキャラクターというのは、やはりいつかそういう担当

課から離れて、いろんな方が活用するようになって初めて一人前になっ

てくると思うんですよ。そういった意味でいうと、なかなか自由に市民

の方がそれを使って新しい商品開発とかが、今できていないんじゃない

かなと思うんですけど、その点いかがでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 観光協会のキャラクターにつきま

しては、これまで広く皆さんに使ってくださいっていうふうな形での制

度設計といいますか、ルールを作っておりませんでした。この度、また



24 

 

改めて今二体目のキャラクターを作るに当たりまして市のスマイルロゴ

マーク、これは皆さんにどうぞ自由に使ってくださいという形で使用承

認をしていただければ使えるというふうな今ルールを作っております。

これに倣った形で、観光協会のほうでも、そのキャラクターを無償で自

由に使っていただける、そういった手続を今整理しておりますので、そ

れがきちんとできれば、また市民の皆様にもしっかりと周知をして、自

由に使っていただけるような形にしたいとは考えております。 

 

奥良秀委員 ４１ページの先ほど来から出ているスマイルプランナー制度につ

いてなんですが、シビックプライドを醸成するためにスマイルプランナ

ーの制度を用いるということで、ファンや仲間も作っていくっていうの

は理解できるんですが、去年の代表質問の際にさせてもらった内容で、

もちろん市民が自主性を持って市政にも取り組んでいこうというのは分

かるんですが、やはり市職員も市民の一員として、市を盛り上げていく

という考えの中、スマイルプランナー制度、さて市の職員の方は、１年

間たつ中で何人ぐらい入れているか、分かれば教えてください。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 申し訳ございません。ちょっと職員の数

を拾ってきておりませんが、各年度実際活動報告ということで、皆さん

に報告書を出していただこうと思っておりまして、そういう仕組みにな

っておりまして、今ちょっとその辺の書類の送付の手続をしておるんで

すけれども、ちょっと感覚的で申し訳ないんですが、個人で言いますと

１５８人いらっしゃる中の半分よりは少し少ないかな、職員の割合がで

すね。その程度と思っております。 

 

奥良秀委員 是非やはりこれは市長が進められている提案のものなので、全庁

的にやっていただかないと、やはり市民の方もついてこないのかなとい

うところがありますので、強制権はないとは思いますが、是非ともよろ

しくお願いします。意見です。 
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中岡英二委員 シティセールスのＰＲ強化っていうところ、５９ページです。

その中で、新たに小倉駅の３階にデジタルサイネージを活用し、交流人

口を図るとありますが、これ、具体的な小倉駅の３階にされたのはなぜ

されたのか。そしてこれにより流すサイネージの活用っていうか、その

辺ちょっと具体的に１年間流すのか、どのような活用を考えているのか、

お聞かせください。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 はい。まず小倉駅をなぜ選んだの

かという点です。こちらにつきましては、ちょっと先ほど議論もありま

したけれども、昨年度行った観光の調査の結果の提案の中にもございま

して、山陽小野田市が観光交流の人口を増やしていくのであれば、当面

のメーンターゲットとしては、近隣市及び北部九州エリア辺りをまず設

定して、近いところからしっかりと日帰りでも呼び込めるような形の施

策を取っていくべきだというのがまずありました。それで、まず北部九

州を設定しております。小倉駅につきましては、当然北九州市内の方も

いらっしゃいますし、下関あるいはこの辺りからも通学通勤で通われる

方もいらっしゃいます。下関辺りの方も目にとまるであろうという狙い

もまた一つあります。そして、今、もともと新幹線厚狭駅にポスターを

掲示しております。新山口駅の方の南北自由通路には、別の事業ですけ

れども、７市町が連携したＰＲ事業の中で、同じようにデジタルサイネ

ージを置いているというものがあります。次はどこにするのかっていう

中で、小倉駅に置いたという格好です。来年度は今、予定ではですね、

予算上、１年間使わせていただくというものを予定しております。以上

です。 

 

中岡英二委員 流す内容っていうか、そういうのは決まっているんですか、ど

のようなもの流すかと。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 こちらのデジタルサイネージなんですけ

れども、６５インチのもので、内容としては、静止画でも動画でも可能
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となっておりますので、具体的に１年間同じものなのかとか、数か月単

位で変えるのかっていうところまでは、まだ詳細は決めてはおりません

けれども、途中で入替えも可能と聞いておりますので、シーズンに応じ

たものを流したり、今年度作りました観光プロモーション動画の活用と

か、あとポスターのデータとか、様々な活用できるツールがありますの

で、それらを効果的に使っていけるように検討したいと考えております。 

 

中岡英二委員 私は、ユーチューブ等で今の観光でかなり流されている動画が

あり、それを見ていますけども、大変よくできていると思いますので、

そういうのも流して市のＰＲにつなげてください。これは要望です。 

 

山田伸幸委員 今、コマーシャルなんかでもやられていて、私は非常にいい作

品を作ったんじゃないかなと思っておりますが、できたら、よそに出さ

れるのであれば、やはり四季折々に作られるべきだと思っています。と

いうのも、よく花のシーズンには、花が一番よく見えるベストなポジシ

ョンで撮ってそれを発信したりしているんですが、やはり、そういった

ものを目にすると行ってみたくなるんですね、どうしても人というのは。

特に私が感心しているのが花の海です。花の海では、春先は赤い花のポ

ピーですかね。ポピーなんかを前面に押し出しておられますし、夏はひ

まわり、秋はコスモス、ほかのものと組み合わせて発信すると、それ１

か所だけにとどまらないということになりますので、そういった戦略を

持って動画を作られて配信されたらどうかなと思います。現在の動画っ

ていうのは、どういった業者に幾らぐらいの予算で作られたものなんで

しょうか。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 今回作成しましたプロモーション動画に

つきましては、業者は公募型のプロポーザルで実施しまして、その中か

らＹＡＢが受託されております。動画の金額ということで受託金額につ

きましては、動画の作成費とそれの放映に係るプロモーションの経費を

含めまして、４５０万円ということで決定させていただいております。 
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山田伸幸委員 金額がやはり相当掛かっているとちょっと今聞いて思ったんで

すけど、それに値するぐらいの、やっぱり目にした方が行ってみたくな

るような動画だと思ったので、やはりそれを是非四季分作っていただく。

もしくは市のほうで頑張って、それが好きな人もいらっしゃいますので、

そういった人の能力を生かしながら作られてもいいんじゃないかなと思

うんですけど。是非、市内の四季折々に合わせた観光スポットの掘り起

こしと併せて、そういった発信に是非取り組んでいただきたいと思うん

です。どうですか、庁内にそういう好きな方もいらっしゃると思うんで

すけど、掘り起こしをされてみたら。いかがでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今の御提案、今後全て業者の方に

お願いしてお金を掛けて作るという方法だけじゃなくて、職員が手作り

のような、ちょっと質はあれですけれども、というふうなことも考えて、

当然そういったスキルを持った職員もおりますので、何とかチャレンジ

もしていきたいなと考えております。 

 

笹木慶之委員 市の魅力をＰＲして市の認知度の向上、人口交流の促進、更に

はサポート寄附と、こういう狙いを持っておられて、随分多くの方が熱

心に取り組まれていることは評価しますが、その実績はどのようにつか

んでおられるでしょうか。資料をちょっと頂きましたが、全くその姿が

見えないので、やはり実績をきちっと掌握しながら進んでいくことが大

事じゃないかと思いますが、それがまず１点。２点目は、先ほど評価事

由のところで、文句なしに３７点のところは重点プロジェクトであるか

らということの大義名分で最高点を付けておられる。ところが、実績評

価はされなかったのかという疑問が湧くわけですね。加えて、例えば、

６３ページについては３５点が付いているんです。その辺りがどうも姿

がよく見えないので、まず実績を教えていただきたいのと、それからそ

の取組の実態が、どのような事業を評価しておられるのか。その２点お

尋ねします。 
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河野朋子分科会長 実績っていうのは、成果ということですか。何の実績です

か。 

 

笹木慶之委員 知名度の向上を図るということでしょ、まず１点は。どのよう

な実績が見られたか、あるいは、交流人口が増加、これはもう取り組ま

れて一定の時間がたっていますが、道半ばであることは分かりますが、

現状把握。それから、サポート寄附へどの程度の貢献があったのか。や

はり現状をつかんで、次の政策を打たないと。日々、物すごい速いスピ

ードで動いておりますから、なおさらなことだと思いますが、そこのと

ころをまずお尋ねします。 

 

河野朋子分科会長 一つ一つの事務事業評価のところで、今成果指標というの

をほとんど挙げられてないっていうのは、ちょっと関連で、多分あると

思うんですけど、その辺の考え方とか… 

 

笹木慶之委員 まず先に今の実績を聞いているんです。 

 

河野朋子分科会長 成果のところでしょ。成果がほとんど見えないけど、成果

はどうなっているかっていうことを多分聞かれているんだと思うんです

よ。どれぐらい知名度が上がったかとか、今どれぐらい交流人口が増え

たかとか、そういう成果を今、質問されていると思いますが、今答えら

れますか。それについてはいかがですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 個別の事務事業ごとの指標に照ら

したものではなくて、大きい意味での効果といいますか、そういうふう

なことで、どの程度分かっているのかということだと思っております。

まずその認知度と、これをどのようにして評価していくのかというのは

なかなか捉えどころがないんですけれども、先般、本会議場でも、少し

材料として出されていましたある民間業者さんが、統計データを取られ
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ていた魅力度調査とか、そういったものは一つあるのかなと。これあく

までも参考ですけど、こちらもまだまだ全国的な順位としては低いとい

うことを思えば、まだまだ努力が足りてない、うまくいってない部分も

あるんだろうということはあろうかと思います。もう１点、指標として

考えられるのは、観光客の動態調査の結果があります。こちらは毎年６

月頃に県が取りまとめて公表することになっており、平成３０年が１０

７万６，０００人ぐらいだったかな、直近のデータとなっております。

令和元年につきましては、先ほど申しましたように、この６月ぐらいに

公表されるということになります。こちらでも集計のちょっとお手伝い

もさせていただいているんですけども、おおむね平成３０年よりは増え

ておるという傾向は捉えられるなと思っておりますので、こういったＰ

Ｒ事業、観光を含めてですが、成果として少しずつ様々な事業の総体と

して観光客の増にはつながっているんだろうなという認識はしておりま

す。 

 

笹木慶之委員 それで、今の評価のことなんですが、自己評価しても評価にな

らないんですよね。いわゆる第三者評価、相手方があってのことなんだ

と思うんですよね。実は、これ、例えば一つの例ですが、宝島社が調査

しましたよね。宇部市がトップになったということで、その隣のまちと

いうことなんですが、宝島社に限ったことではないんですが、やっぱり

何かそういったものでやっぱりチェックしてみないと、皆さんがどう思

っている分からんじゃないですか。問題はそこだと思うんですよ。だか

ら、いろんなところにアンテナを張っておられると思いますが、一生懸

命やることはいいんだけれども、やっぱり成果が出てこないとやはりこ

れって方向性がいいのかなということにもつながる場合もあるだろうし、

そのことが、さっき言った３７点という評価、重点プロジェクトに挙げ

ているからもう３７点なんだという、この妥当性と有効性と効率性を見

ていったならば、実際の評価にならないんじゃないかと思うんですよ。

前提論でもう満点過ぎているわけですから、だから、満点を付けた事業

だからこそ、なおさらエネルギーを出して全力挙げて投球する、その成
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果はどうであったかを見ないと、私は評価にならないと思うんですが、

それで今数字を聞いたわけです。したがって、それは部外的な、第三者

的な立場から見たときに、外から見たときに、山陽小野田ってこうだね

って評価があったことによって、逆に行ったほうがやっぱり評価につな

がってくると思うんですが、その辺りどう思われますか。 

 

古川副市長 今、評価の件ですが、まだ、先ほど次長も申しましたように緒に

就いたばかりと。現在進行形ということで、まずひとつ御理解をいただ

きたいというのと、本会議場でも、隣の宇部市さんの方が、田舎のまち

というんで、１０万人から２０万人の都市で一位になられました。その

調査につきましては、ちょっと私どものほうもエントリーをしてなかっ

たということの反省点はあるわけですが、一方では、住みよさランキン

グでは、県内でも２位という高い評価を頂いております。このように、

いろんな角度によって、市の魅力度とか、やはり外から見ての評価は変

わってくるとは思いますけど、今委員がおっしゃられましたように、や

はり、客観的な指標というのは大きな着眼点になろうと思いますので、

そういうところも視野に入れながら、今後とも山陽小野田市の情報発信

を進めていきたいというふうに考えます。 

 

笹木慶之委員 最近、それで代表質問のときに少し言いましたけど、山口県全

体を見たときに、全体の評価はそんなに高くないんですよね。２５位か

２６位ぐらいの評価。これ、ある調査で見たときにね。ところが、働き

やすさとか、働きやすいっていうところは本当トップなんですよ。それ

はなぜかといったら、特に女性に人気がある、女性が働きやすい。それ

は、労働の過重性がないということ。それからフリーな、自由時間が多

いということ。それから、女性を評価してもらえるというね、これある

特定の企業がどうも影響しているようですが。ということは、私は悪い

環境ではないと思うんです、山陽小野田は。そういったことの要素を持

っておるわけですから、決して非難してないですよ。どうぞやってほし

いから言うんですが、やっぱりそういったところももう少し見ながら、
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ただ一片的に認知度を高めるだけやなしに、こんな利点があるよってい

うことをもっと打ち出していったＰＲが、私はいいんじゃないかなと思

っているわけです。だから、やっぱりそれは今の公だけではなしに、や

っぱり皆さんが、産官学全部一緒になっての問題になろうかと思います

が、やっぱり国民っていうか皆さんに何を求めるというのかというとこ

ろを、もう一回よく整理をされたＰＲということもやっぱり考えてほし

いなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

川地地域振興部長 まず、外向けのお話につきましては、先ほど副市長も申し

上げましたように、いろんな調査を活用して、客観的なやっぱり評価っ

ていうのを私どもも見ながら、どこが悪いのか、どこがいいのかってい

うのはやっぱり今後、一生懸命見つけていかないといけないなと思って

います。いろんな資源がありまして、本市にもいろいろと特徴がありま

す。笹木委員が言われるように、働きやすいまち、今うちが目指してい

るのは、子育て支援のいいまちっていうふうに思っておりますけども、

これはなかなか地域振興部独自ではできませんで、やっぱこれ全庁体制

でしなければなりません。私どもも常日頃から職員向けに言っているの

は、うちのホームページを活用して、本市のいいところをどんどんどん

どんホームページで出していかないと、なかなか都市間競争には勝てま

せん。いろいろスマイルキッズがありますよとか言っても、なかなか全

国までに発信ができてないという状況なんで、その辺をいろいろと全庁

体制で、今後ともやっていこうと思っております。さらには、今後の人

口減少に対する人口減少抑制ですとか、定住人口に向けても、本市とし

てはいろいろやっていかなければなりませんし、企業誘致も更にそうい

った面では進めていかなきゃなりませんので、今後やっぱり市長をトッ

プに、やっぱり全庁体制でいろいろと職員の協力を頂きながら、みんな

で情報発信をして良いまちを作っていきたいなと思っておる次第です。 

 

笹木慶之委員 最後になりますが、今おっしゃったとおりだと思います。やっ

ぱり、人が住みたいというまちの筆頭に子育てがしやすいということが
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やっぱりありますよね。だから、せっかくそれ売りに出しておられて、

もちろんこの、こちらのほうも大事なことなんだけれども、全庁的体制

の中で、もっとやっぱり力をほんとに合わせて、やっぱり前に進んでほ

しいというふうに思っています。だから、この度、組織が変わるような

感じを持っていますが、これは決して消極的なことではなしに、今部長

言われたような全庁に広がる体制を強化するという意味合いで受け止め

ていますので、それをやっぱり力強く出してほしい。だから、ただ広島

に行って何をするとか、こういうことでないと思うんですよ。これは一

つの手法ですけどね。否定はしませんが、やっぱり隠れたもっと膨大な

ものがあるわけですから、それのいわゆる先頭集団ということで、やっ

ぱり考えた対応をしてほしいなということを意見として申し上げます。 

 

川地地域振興部長 笹木委員のおっしゃるとおり、重々よく承知しながらいろ

んなことをやっていきたいですし、いろんな手法もありますので、我々

もいろんな手法を使いながら情報発信していきたいなということも考え

ております。それから評価の件ですけど、３７点とか３５点とかは妥当

性で、例えば目的の達成重点プロジェクトであるっていうやつは、これ

は企画政策課の客観的なちょっと判断基準に基づいて付けておりますの

で、私どもの主観的な意見ではありませんで、そういった客観的な基準

に基づいて点数がちょっと付いているっていうのは、ちょっと御理解い

ただきたいと思っております。 

 

山田伸幸委員 わがまちの魅力発信事業についてお伺いします。レノファ山口

のホームゲームでのＰＲと、マツダスタジアムでのＰＲというのが挙げ

られているんですが、具体的には、これがどのように反映できたかって

いうのと、何かこう返ってきたものというのは具体的にあるんでしょう

か、いかがでしょうか。 

 

原田シティセールス課課長補佐 昨年度、ふるさと納税の絡みで、広島のマツ

ダスタジアムに行ってＰＲをしてまいりまして、ブース自体には
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２，０００名を超える方が来られましたし、３万３，０００人という満

席の中で広島でＰＲできたのが１点。その場でガラポン抽選等しまして

山陽小野田市に来てもらえる仕掛け作りをしまして、例えばですけど、

花の海さんの体験チケットとかきらら交流館での体験チケット、こちら

も配布して来ていただいたというものもありますし、その後、全部分析

をしたわけではありませんけれども、広島地方からも数点のふるさと納

税の申込みも上がっておりますので、それらが実績かと思っております。 

 

伊場勇副分科会長 ５９、６０ページの新しいＣＩ戦略で、このデジタルサイ

ネージで小倉の場所の意味は分かりました。広告料についてなんですけ

れども、両方で９８万３，０００円で、来年度までは地方創生推進交付

金がありますが、その次の年、令和３年度は今のところちょっと分から

ないわけで、ただこれは続けていくべきものだと思うんですが、その辺

今お考えはどうでしょうか。 

 

原田シティセールス課課長補佐 我々もこのまま続けていくべきだと今のとこ

ろ認識しております。ただ地方創生推進交付金につきましては、当初３

年間となっておりますので、今年度事業までと認識しております。 

 

伊場勇副分科会長 それと、その広告料の厚狭駅が３８万８，３００円。まず、

この金額は高い安いがあると思うんですけど、やはり厚狭駅も、やはり

その利用者が増えればうれしいわけで、山陽小野田市としてもそのＰＲ

をして利用者が増えるとやっぱりうれしいわけで、お互いウインウイン

の関係性を作り上げるわけじゃないですか。そこで、この金額っていう

のは、何かいろいろお互い交渉をしたりとか、この金額ですって言われ

たのをそのままうのみにしたのか、その辺は何かあったのかなと思って。 

 

原田シティセールス課課長補佐 この金額につきましては、厚狭駅の中でも広

告掲示ができるスペース、これはＪＲコミュニケーションズというとこ

ろになりまして、この１社だけができる権利がありますので、若干まけ
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ていただいた部分もあるんですけれども、基本的にはこの金額でやって

おります。ただ、これだけではございませんで、ＪＲ厚狭駅のほうで、

この専用の広告スペース以外のところにつきましても、例えば、駅の構

内、新幹線口入りまして左手ですけれども、ガラスのモニュメントを置

かせていただいたり、これらを無料でやっていただいておりますし、ま

た、先般のハロウィン時期に関しましては、厚狭駅の在来線口の上のほ

うに看板を無料で掲示させていただいたりと御協力をいただいておりま

して、我々も両者でウインウインの関係になるように、いろいろ御協力

をいただいておるところです。 

 

伊場勇副分科会長 しっかり信頼関係を作っていただきたいなと思います。あ

と、次の小倉駅なんですが、１枠１５秒って書いていますけども、何回

ぐらい、放送というか、掲示されるんでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 １５秒が１枠で、２分間がワンロールに

なっておると聞いておりますので、それで、朝７時から夜１１時までと

聞いておりますので、回数にすればかなり出るようになるかと思います。 

 

奥良秀委員 ４２ページの印刷製本費、令和元年度が１１万円使われていて、

スマイルプランナー制度の手引を多分作られていると思うんですが、こ

れって、もう令和元年度全て作られたものは全てもう配られたという認

識でよろしいでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 令和元年度に作ったものを全部消費して

いるわけではございませんけれども、イベントとか何かしら説明会、み

んなｄｅスマイルトークですか、そういったところに出掛けて行って、

団体さんにお配りしたりしておりますので、大半使用しておりますので、

また、来年度も引き続き作成を予定しております。 

 

奥良秀委員 令和２年度も、やはり印刷製本費で１，０００部作られますとい
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う流れの中で、先ほど要は回答の中で、今からいろいろと何をされたか、

どういった実績があったかっていうことを今まとめられているというこ

とがあったので、こういう製本というか、またスマイルプランナー制度

の手引をリニューアルして、こういうこともできるんですよとか、こう

いう喜びもあるんですよっていったものも、入れていかれたほうがもっ

と効果的な手引として行えると思うんですが、いかがでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 ありがとうございます。皆さんから頂い

た活動実績なんですけれども、取りまとめをさせていただいて、ホーム

ページ等での公表は考えておったんですけれども、手引に具体的にこう

活動の事例とか、スマイルプランナーさんのお声を入れるっていうのは

とてもいいアイデアを頂いたと思いますので、そういったことができる

ように、こちらも考えていきたいと思います。 

 

奥良秀委員 これは意見なんですが、私の周りに、なかなかそのＳＮＳとかホ

ームページとか見れるような、やはり年代の人もいますけど、そうじゃ

ない方もたくさんいらっしゃいますので、できれば双方が分かり合える

ようなものができていければいいと思いますので、その辺は意見として

よろしくお願いします。 

 

山田伸幸委員 先頃マンホールのデザインが変わって、玄関のところに飾って

あったときに私はすぐさまそれを写真に撮って、自分のフェイスブック

等にアップしていったんですけど、やはり非常に注目をされているんで

すね。これはよそに行ったときにびっくりしたんですけど、もう人が並

んでマンホールカードを手に入れるということです。切れていて、あと

在庫これだけです、要る人って言ったら、周りの人がみんな手を挙げて

というのがあって、こういう売り出し方もあるんだなと思ったんですけ

ど、このマンホールカードといいますかマンホールデザインと缶バッジ

のコラボもあってもいいんじゃないかなあと思っているんですけれど、

マンホールカードのデザインというのは、そちらシティセールスでは使
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えないんでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今お話のありましたデザインマン

ホールを作ったのは下水道課の事業でありました。そのデザインに関し

ましてはシティセールス課からも、いろいろアドバイスといったらおか

しいんですけれども、市が今売り込みたいイメージ発信の中心となるの

はくぐり岩になるので、そういったものを入れてくれという話をしたり

とかで、デザインにつきましてはシティセールス課と一緒になって作っ

ていたという思いもあります。こちらにつきましては、また下水道課さ

んのほうでマンホールカードというものを作っている団体があって、そ

ちらに年２回ぐらいのタイミングで申請ができるらしいんですね。申請

に通れば作ってもいいよということになるという状況の中で、通ったと

いうことなので、近々作られるんではないかなと思います。まずカード

は近々できるであろうと。またそれから缶バッジにもということも、こ

れも今御提案いただきましたので、またちょっと検討はしていきたいと

思っております。 

 

河野朋子分科会長 あと他に質疑は。なければ次の事業に移っていいですか。

10 番。はい、お願いします。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 では４７ページを御覧ください。

審査事業 10 番、ハロウィンイベント実施事業について御説明をします。

まず事業の概要です。昨年度に引き続き、ハロウィンをモチーフとして、

１０月下旬に映像等を効果的に活用したプロモーション作品の上映やス

テージショー等の参加型イベントを開催して、市の魅力を大々的にＰＲ

するとともに、関わった市民に地元への誇りや愛着の醸成を図ります。

また、合わせまして１０月の１か月間スマイルオレンジフェアを実施し、

市内全域における交流人口の増加を図ります。次に指標ですが、市の魅

力を発信するイベントを多くの市民とともに実施するものであることか

ら、映像で取り上げる地域資源の数やスタッフとして参加する市民等の
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人数、そしてメーンイベントであるスマイルハロウィン・パーティーへ

の集客数を掲げ、それぞれ目標値を定めております。下の妥当性、有効

性、効率性については、重点プロジェクト該当事業等ということで３７

点の評価となっています。４８ページには、予算を記載しておりますが、

支出の内訳としては、イベントの実施主体である実行委員会スタジオ・

スマイルへの補助金１，０００万円。財源としましては、地方創生推進

交付金５００万円、一般財源５００万円を充当しております。４９ペー

ジから５１ページには、事業の内容を記載しております。改めて御説明

させていただきますと、当該事業は、観光・交流の振興に関心が低い市

民が多いとされている本市において、シティセールスを定着させるため

の観光・交流の風土づくりを行うことを主な目的としております。そし

て、新たなまちづくりの担い手の確保を意図して、若者をターゲットと

していること、その若者世代を中心に市民が抱く本市への求心力をより

一層高めていくことができる場所として、おのだサンパーク等を会場に

選定していること、オレンジやかぼちゃ等山陽小野田市との親和性が高

いことから「ハロウィン」をモチーフとしていること、そして、市内の

若者の感性や技量を活用した事業を行うことなどを骨格としております。

５１ページには、今年度の実績とそれを踏まえた来年度の課題をお示し

しております。実行委員会におきましても関心の高いプロジェクション

マッピングをどうするのかにつきましては、専門家に頼ってＣＧを多用

した映像作品を制作する方向ではなく、もっと市民が制作する、市民が

登場する、といった形で、市民が市の魅力をＰＲすることをより楽しめ

るような映像を制作・上映する方法を取ることにより、事業の効果を高

めるとともに予算を押さえ、その分を人気の高かったステージイベント

等へ振り分けるような形を取りたいと考えております。説明は以上です。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、この事業について質疑を受けま

す。質疑はありますか。 

 

中岡英二委員 私もこのイベントに参加させてもらいました。市民参加型のす
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ごく特に若い家族、若者もしかりですけど、若い家族の参加が多かった

と思います。しかし課題として、厚狭地区、小野田地区を含め余り知ら

なかったと、このイベントがあることを知らなかったと。その原因は何

かなと思うと、このイベントの告知用の動画制作費１６万円、その他の

広告事業等が３５万円と。ＰＲに関わる支出が全体の４.６％とすごく少

なかったと思うんですよ。その辺の改善というか、その辺をどのように

考えておられるか。それと先ほどもありましたけど、プロジェクション

マッピングを、皆さんすごく、期待していた方が多かったんです。私を

含め。特に長崎のハウステンボスとかで見られた方が無料で見られるの

に、それと比較するのはおかしいんですけど、多少その辺の期待がちょ

っと期待しすぎたっていうか期待外れだったという声を聞きました。先

ほど、その内容を変えるということがありましたので、その辺のＰＲの

仕方、今年はどのように変えていかれるか、ちょっとお聞きします。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今年度の取組の中で、ＰＲが弱か

ったというか、もうちょっとしっかりと予算も掛けてしっかりやるべき

じゃなかったかという反省は実行委員会のほうでもありました。どのよ

うな形でやっていくことがより浸透するのかというのは、なかなか難し

い問題もありまして、例えばローカル局でもテレビ局でも使ってＣＭな

んか流せばもっと認知されるんじゃないかという意見も出たりしていま

すけれども、やはり限られた予算の中でどこまでやれるのかというふう

なこともあります。いずれにいたしましても、今年度弱かったそのＰＲ

というところをいかに来年度しっかり強化できるかという点につきまし

ては、しっかりと様々な方の意見を聞きながら、実行委員会でよりよい

ものに考えてやっていきたいと思っております。それから、プロジェク

ションマッピング、私どもも期待してこれが目玉になってたくさんの人

を呼んでというふうなことで考えておりました。実際、ある程度呼び水

になっている部分があると思います。プロジェクションマッピングがあ

るということで、お客さんがたくさん来られたと。結果、ちょっとがっ

かりしたというふうなことを言われた方も確かにいらっしゃいますけれ
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ども、これは狙いとして、プロジェクションマッピングというものが割

と目について耳にとまって、みんなの関心を引いてお客さんが来るんじ

ゃないかというところまでは、ある程度成功したというか当たっていた

と。ただし、できたものが、それを楽しみにしてこられた方の満足度を

満たすことができなかったという結果になっております。なぜそうだっ

たのかということを、いろいろと実行委員会のほうでも考えておったん

ですけれども、やはり時間的な問題、４月からスタートして１０月まで

の中でやっていく、ＣＧの凝った作品を作るのはやはり時間が足りなか

ったとかいうこともありましたし、予算的にもう少しないともっといい

ものができないんじゃないかという意見もありました。その辺りは上を

目指していけばきりがないと考えておりますので、来年度、より良いも

のにするためにはどうするかというところで、今年度撮ったようなＣＧ

とか、あるいはアニメーション、先ほどありました来嶋又兵衛をもっと

動かしていくっていうふうな方向で考えると、ばくだいなお金が掛かっ

てしまいますので、そういった方向ではなくて、もっと市民が撮影した

映像であったり、市民が映像の中に登場するであったりっていうふうな

方向でのプロジェクションマッピングというか、巨大なスクリーンを使

った映像の企画、そういったものでお客様も楽しめるような方法を考え

ていこうというふうなこと。一方で、そこで少し予算が抑えられました

ら、今年度人気が高かった仮装パレードとかステージとか、そういった

ものに少し振り分けていくということで、より効果の高いものにしてい

こうと考えているのが、今の時点での実行委員会のお考えです。 

 

中岡英二委員 事業としては、参加型。先ほども言いましたけど、本当に若い

御家族がすごく楽しんでおられました。パレードにしても仮装について

も、やはりこれは私はすごくいいイベントだと思います。これは長く続

けていっていただきたいと思いますし、その後の今動画も流されていま

すよね、たしか。やったことの経過を楽しく流されていますけど、そう

いうことも続けていかれれば、ひょっとしたらこの事業は山陽小野田市

の目玉のイベントになっていくんじゃないかと私は考えております。２
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年、３年、４年、とにかく予算の許す限りやっていただきたいなと思っ

ております。 

 

奥良秀委員 このハロウィンイベント、今年もやるということなんですが、日

にちですね、これたしか１０月の最終の土曜日だったか日曜日だったか

第３か、２０日ですかね、今年、２０日ですね。これは、このハロウィ

ンイベントっていうのは、今回今年度やられれば２回目ということで、

その前にずっとやられてやっぱり１０月っていうのをお祭りのシーズン

であって、私もこれ朝からちょっと地元の祭りがありまして、途中から

参加という形なんですが、そういう日にちの設定っていうのは、どうい

うふうな感じでされているんですか。地域のいろいろなそういう事情は

全く考えられなくて、ぽんと決められているんですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ハロウィンだから１０月というと

ころがまず、こちらとしても動かし難いところではあったんですけれど

も、その中で、１０月のいつの週末にやるのかということは、実行委員

会でも毎年、今年度 1 回目でしたけどもこのときも、かなり思案いたし

ました。それはやはり大きなイベントがたくさんありまして、そういっ

たイベント等の重複っていうのは極力避けるべきだという判断です。来

年度につきましても、今のところは１０月の１８日ぐらいになるんじゃ

ないかなと。日曜日と考えておりますけれども、これも、既存の大きな

イベントを避けるべきだと。あとは理科大の竜王祭が来年度は１１月か

ら１０月の２４日、２５日ぐらいに前倒しされるという話もありました

ので、それは避けようじゃないかということなどもいろいろ踏まえて考

えております。結果的に、どうしてもやはり重複するイベントが出てく

るのはありますけれども、そこはうまくお邪魔しないような形でできれ

ばなと考えております。最大限配慮しながら、日程を決めているという

ところです。 

 

山田伸幸委員 ディスプレイコンテストのことを伺いたいんですが、これは何
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かいろいろ確かにやっておられたんですけれど、アピールが弱かったん

ではないかなと思っています。せっかくコンテストまでされたんですか

ら、やはりある程度前倒しで審査をされて、ここが良かったんだよって

いうのを何かで発信をして、たくさんの人に見ていただくというふうな

ことも、あってもよかったんかなと思います。商工会議所の協力があっ

てあそこまで広げられたと思うんですけど、まだまだ少なかったんでは

ないかなと思うんですけど、一体目標は何件ぐらいを目標で、実際に何

人、何件ぐらいの方が参加されたんでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 スマイルオレンジフェアのほうで

は、特別なサービスを提供しましょうというお店とディスプレイコンテ

ストに参加しましょうという２種類の形で参加できますよというもので

ありました。当初の目的は、目標は５０店ぐらい何とか確保しようと考

えておりましたところが、小野田商工会議所の大きな大きな協力を頂き

まして、結果的には１０１店舗の御協力を頂けたということになってお

ります。事前の告知なども、もっともっとしていけばもっと盛り上がっ

たんじゃないかということですが、おっしゃるとおりでございまして、

ホームページ、フェイスブックなどで少しずつそのディスプレイコンテ

ストに参加してらっしゃるお店の紹介などはしておりましたけれども、

やはりそれだけじゃ全く足らなかったという状況でありましたので、こ

の辺りのＰＲも来年度はしっかりとやっていきたいと考えております。 

 

奥良秀委員 今の関連なんですが、資料恵与のほうで参加店舗のイベント終了

後の感想等についてということでちょっとお聞きしていまして、参加し

た感想が６３.６％で面白かった、良かったっていうのがあったんですが、

来客売上げへの影響があったかっていうのが、なかった方が７８.８％な

んですよね。だから、実際問題、お祭りとしてはいいけれど、実際協力

してみても売上げには相応な結果は出てないよというような状況下の中

で、今後回答には７８.８％が次回も参加の意向はあるんですが、やはり

参加していただく限りは、何かしらのメリットっていうものがあっても
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しかるべきであって、しかもこの要はコミュニケーションになったかっ

ていうことで３％がコミュニケーションになったと。ほかはなってない

んですよね。なってないっていうか、アンケートがどういうふうなアン

ケートかちょっと分からないんで、何とも言えませんが、３％の数字を

見るとそんなには、これがツールとしてコミュニケーションが取れると

は私は思えないんですが、今後、やはり参加してもらうためにはやはり

ギブアンドテイクの部分はやっぱり必要だと思いますが、もっとこう売

上げが上がることを考えられるとしては、どういうことをやられたらい

いと思われますか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 オレンジフェアの参加店舗のアン

ケートの結果は厳しいものがありましたけれども、これも実際のところ

だと思います。初年度は、何分にも１０月２０日のメーンイベントを何

とか成功させなければいけないっていう考え方の中で、どうしてもそち

らに注力してこちらのオレンジフェアのほうにしっかり力を入れること

ができなかったという反省があります。実際に、やはり参加していただ

いたところに、のぼりを立てていただいたり、シールを貼っていただい

たり、ホームページにもお店のほうの紹介もしましたが、それだけでお

客さんが来るのかといったら多分来ないんですね。もう少しやっぱりお

客さんがちゃんと来るような仕掛けを考えるべきであったと。お店のほ

うからの提案があったのも、やはりスタンプラリーみたいなものでやっ

てはどうかと。飲食店なんかだと割とお客さんがお店に入りやすいけれ

ども、そうじゃないお店はなかなかディスプレイがあるからといって、

お店に入りにくいということもありました。そういう新しい仕掛けがあ

れば、もっともっと気軽にお店に入ってくれるんじゃないかと。お店に

入ってくれれば、少し買い物するかもしれないというのもありますので、

何とかそういう参加店舗にお客さんが足を運ぶような仕組みづくりとい

うのは、しっかりと来年度に向けて構築していきたいと思っております。

先ほどちょっとアンケートの結果の中にありました、お客さんとのコミ

ュニケーションになったのが３％というのは、あくまでも売上げへの影



43 

 

響があったかなかったかっていう設問の二者択一の中で、参考意見とし

て、自由意見で書いていただけたんです。売上げには直接つながらなか

ったけど、お客さんとのコミュニケーション、あるいはスタッフ間での

コミュニケーション、今度どんなディスプレイをしようかとか、どんな

格好をしてお客さんを迎えようかっていうふうな形で、お店の中で楽し

かったですよっていう御意見が頂けたので、それはそれとして記載をさ

せていただいたところです。 

 

奥良秀委員 このイベントに参加されて、一位というかグランプリを取られた

会社というのは、私はよく知っているところなんですが、大変従業員の

方も、一位になられて喜ばれてたっていうのを私も存じ上げてますので、

またこういうイベントを活用されて、また地元の経済というか店舗の売

上げが上がればいいなと考えております。５０ページに、メーン会場は

どこかっていうところにあるんですが、「おのだサンパークほか市内の商

業施設」っていうのが、「ほか市内の商業施設」がメーン会場とは、どこ

になるんですかねというような質問になるんですが、サンパークのほか

にどっかあったんですかね。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 すいません。メーン会場というく

くりにしておりますからちょっと誤解を招く表現だったかもしれません

けれども、今申しましたそのスマイルオレンジフェアに参加していただ

いたお店ですね。それを含むということです。 

 

長谷川知司委員 これは今年度と来年度、２か年だけの国の地方創生推進交付

金ですね。それで、２年で結果を出せっていうのは大変でしょうけど、

令和３年度からどういう形に持っていきたいというのが、もしあればお

聞きしたいんですが。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 まずは２年間しっかりと目的に照

らした形で結果を出していきたいと思っております。このまちにおいて、
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この事業を引き続きやっていかなきゃいけないっていう認識をまず持っ

ていただけるようにならなければ、市のほうで幾らやります、やります

と言ってもなかなか御理解いただけないと思っておりますので、２年目

が勝負なのかなと思っておりますが、期待したいところはやはり、今こ

の事業の目的、観光・交流の風土をしっかり根づかせましょうよという

目的があります。これは本当に長い戦いになると思っておりますので、

事業の規模、あるいは中身が少し変わっていくとは思いますけれども、

令和３年度以降も何とか続けていきたい、そういうふうな形に来年度は

持っていきたいと考えております。以上です。 

 

奥良秀委員 来客者数が２万７，０００人ぐらいと本会議で発表があったんで

すが、実際は精査、どういった年齢層が来られて、たしか最初のこうい

う事業をやられるときには、若い人材というか、若い人を集めるために

こういう若者に受けるイベントをしますよって始められてると思うんで

すよ。市内外から若者を呼びたいという中で、２万７，０００人来られ

ましたと。実際、サンパーク、商業施設の中に入られているのもほぼ同

数だと思うんですが、アンケート等々を私としたらどういう年齢層が来

られて、どういうふうな活動をされたのかっていうアンケートで出てき

てもよかったのかなと思うんですが、そういったデータ的なものを今お

持ちでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 実行委員会としましても、事業を

やるからには何らかのその効果測定をするための指標は要るであろうと、

これは活動指標とか成果指標だけでなくて、来店者の今言われたような

セグメント分析なんかもしっかりすべきだとも考えておりまして、最終

的にはやっぱり屋外でやるイベント、主に最後のプロジェクションマッ

ピングが終わってすぐ解散ですよという中で、もう夜８時前ぐらいにな

って、もう終わったら駐車場から皆さん三々五々ばーっと帰られるわけ

ですね。そういった状況で、なかなかその感想を聞いたりっていうアン

ケートを取ったりというのがちょっとなかなか難しいだろうなというの
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がありましたので、今年度はちょっとそこは実施しなかったということ

がありますが、サンプル的に仮装パレードに参加されたときの受付の状

況から言いますと、実行委員会の事業実績にも少しまとめておりました

けれども、幼児・小学生・中学生・一般その他というな四つの区分で集

計をしておりまして、幼児・小学生が３分の２ぐらい、残りの３分の１

が一般その他ということで、要は付き添いの御家族、小学生や幼児を連

れた若い御家庭といいますか、そういった御家族というか、そういった

方々が中心の来客者層であったのかなとは、一つのサンプルですけども

認識しております。 

 

奥良秀委員 実際このプロジェクトは、この世代がターゲットだったんですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 この世代も含めますけれども、ど

ちらかというと、もう少しティーンエイジャーといいますか、高校生、

大学生、そういった方々も含めて参加者として、できればもっと来て欲

しかったなという思いはありました。 

 

奥良秀委員 そうだと思います。私も、その当日にほかのイベントに行って、

夕方、他の議員と一緒に行ったんですけど、多分、市民館の辺から多分

車が渋滞して、いろんなことを考えながら行ってたんですけど、思った

よりもなかなか人がやっぱり集まっていなかったのかなと。だから、や

はり中岡委員も言われましたけどＰＲ不足っていうのもありますが、や

はりもうちょっとこう市民になじめるというか、市民目線でもう少しこ

ういろんなことを配慮していかないと、やはりいきなりハロウィンイベ

ントですよって言っても、すっと入ってこないと思うんですよね。だか

らその辺はもう少し押しつけではなくて、もっと市民目線でやりやすい、

もうちょっと参加してみようかなとか。お祭りがあるんだったら、その

辺はもう少しいろんな柔軟的な対応を取られてやらないと、やはり長続

きしてこそ地元の祭りなんですよね。私もこれ１０月の祭りと言って、

ぱっと思いつくのがもうなくなった小野田まつりのことをすごく思い出
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すんですけど、やはり１回なくなったら、もう復活できないと。これも

やっぱり２年、３年続くんであれば、やっぱりそこを目指していかない

といけないんであれば、もう少しいろんなことを考えていかれたほうが

いいと思いますので、今後は、どういうふうになっていくか、私もちょ

っと想像ができないですし、地元の方々もたまたま小野田校区、サンパ

ークも小野田校区なんですが、同じところでもお祭りが別々でやってる

っていうのも、私たちがお祭りやってるのに、あっちは勝手にお祭りや

ってるんだねというような感想もあるんですよね。そこにはやはり若い

お父さんお母さんもいらっしゃいますので、どっちに行こうか迷うよね

と。でもやっぱり自治会の祭りに行きますよね、普通であれば。だから

その辺もやっぱりよく考えられて。厚狭のほうも少ないんであれば、厚

狭のほうになぜ少ないかっていうのも、多分分かっていらっしゃると思

うんですよね、理由としたら。だからその辺もよく研究されて、もっと

交流人口が増えるようにやっていただきたいと思います。これは本当に

意見で。決してもうこれでやめてほしいということではなくて、確かに

プロジェクションマッピングはちょっと考えてほしいなっていうのがあ

りますけど、本当に続くんであれば、市を代表するようなお祭りになっ

てほしいなと思っています。意見です。 

 

山田伸幸委員 プロジェクションマッピングについては、厳しい意見が続いて

おりますが、やはり、もう本物を見た人が、これも立派なもんだって思

えるかっていうとそうじゃなかったというのが結論だと思うんです。や

はりこれだけプロジェクションマッピングっていうのが世の中に出回っ

てきた中で、本物ではないと思わせてしまうようなものであったと思い

ますので、その辺は今後の改善の余地があると思います。あと人を集め

ることなんですけども、若者が中心だ。それが前面に出すぎて、私の御

近所では誰も行っておられないんですよね。やはりその点も、家族そろ

って参加できるようなものに、何らかの方向性をちょっと変えていただ

いたほうが、多くの市民に喜ばれるんじゃないかなと思っております。

実際に御近所の方からも、私たちには関係のないお祭りというふうに受
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け取られているというのが実態だということであります。是非その点で

は、確かに若い人たちがやるっていうのはいいんですけど、若い人たち

が、そういったお年を召した方も呼び寄せるんだといったことが必要で

はなかったかなと思いますので、その点は今後の在り方を注視していき

たいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。これは

意見ということで。 

 

奥良秀委員 ５１ページなんですが、令和元年度の実績状況の中で、令和２年

度にないものというのが、ＰＲソングを歌われた方の今後なんですが、

今年も活用される御予定なんでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 今年度作りました「さ ん ハ ロ へ

ＧＯ」という曲なんですけれども、とても分かりやすくて振り付けも付

いてますけれども、私どもの周囲では人気を博した曲です。やはり１年、

１年曲も変えて、人も変えてっていうんじゃ本当になじまないとは思い

ますので、現時点では、来年度もこの曲もこの方にも御協力を頂けるよ

うでしたら、御協力を頂きたいと考えております。以上です。 

 

山田伸幸委員 先ほど奥委員が言われました昔の小野田まつりのイメージとい

うことで、かつては議会も一緒に参加して、商工センターから市民館ま

でパレードっていいますか、歩いて、市民の方と一緒にまちを盛り上げ

ていくということをやってきたんですが、この度はちょっと私たちの出

番もないですし、一参加者として会場に行くかどうかということだけ問

われたんですね。その辺ではいろんな方が関わるということに、是非方

向転換していただきたいというふうに思っておりますが、その点ではい

かがでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 地域の行事やイベントとして末永

く定着していくためには、一部の人間だけが楽しんでるというようなも

のでは長続きしないというか、定着はしないと思っておりますので、取
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り組んでいく中で、いろいろな方々を巻き込みながら、このイベントが

大きなものになっていけばというふうには思っております。また一方で

は、やはりベテランの方々が入ってこられると、若い人たちがちょっと

なかなかですね躊躇して動けないというふうな意見もまたあったりしま

すので、今はこの事業をですね、やっぱり次世代を育てるといいますか、

次の世代の若い人、まちづくりの担い手を発掘するんだというふうな一

番の目的といいますかね、そういったものをしっかりと実現しつつ、経

験がある方や幅広い世代の方々にも、お助けいただくようなものになれ

ばなというふうには考えております。以上です。 

 

奥良秀委員 令和元年度のステージイベントの件で、いろいろな踊りとか、そ

ういうことをされていたと思うんですが、中で問題みたいなものはなか

ったですかね。出演者同士であったりとか、編集するトップの方と演者

というか踊られる方とのトラブル等々はなかったでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 当日、実はちょっと揉めたといい

ますか、出演者の団体とこちらのお願いをしていた舞台監督と意見の食

い違いがあったということが１件ありまして、これは事実です。内容と

いたしましては舞台監督さんが安全性を確保したいというふうなことか

ら、当日現場にありましたステージの上に何人の人が上がるのか、その

ステージの上でどんな踊りをするのかというふうなことを確認したかっ

た。それで何するのかと、何人上がるんかというふうなことを聞かれた

んですけれども、出演団体さんの方は、そんなこと何であなたに言わな

きゃいけないのかと。今この段階で、もうステージに上がる直前だった

んで、ちょっと今この段階でそういうことを言われても困るんだみたい

な話で、少し揉めたというふうなのがありましたけれども、そこはしっ

かりと双方大人なので、収めていただいたという状況でした。 

 

奥良秀委員 そういうことが、やはり前日とか寸前とかっていうことがないよ

うに、やはりイベントで、皆さんで楽しもうと思われてるんであれば、
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前もって実行委員会もありますので、きちんと話をされて、その当日で

あったりとか前日には揉めないように、是非ともお願いして、もう絶対

出たくないとかって言われてましたので、そういうことがないようによ

ろしくお願いします。 

 

伊場勇副分科会長 令和２年度のメーンは、実行委員会でまた決められると思

うんですけど、メーンは、今担当課は何なんだというふうに思って進め

ようとしてますか。メーン、このスマイルハロウィンの。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 これもまだまだ実行委員会のメー

ンバーで、しっかり考えていかなければいけないものだと考えておりま

す。なかなか市のほうの事務局の思いを押しつけてというふうなことで

はいけないと思っておりますので、もっともっとたくさん意見を頂きた

いなというふうには思っておりますけれども、今考えておりますのは、

また後ほどお話もあると思いますが、来年度は東京パラリンピックでパ

ラサイクリング日本ナショナルチームの活躍も期待される。もう本番は

終わっていますので、恐らくすばらしい成績を残されるであろう選手た

ちが、この会場に来て、市民の方々と触れ合うような機会が作れないか

なというふうなのも一つ企画としては考えておるのと、あとは、今ちょ

っとコロナ騒ぎでなかなかかき消されてますけれども、オーストラリア

のほうが森林火災で大変なことになってて、山陽小野田市も姉妹都市が

あります。そういったところを支援するような、楽しみながら支援する

ような企画なんかも盛り込めないかというふうなことも考えたりもして

おりますし、その辺りもっともっといろいろアイデアがあると思います

けれども、何か山陽小野田市らしいネタとして、提供していくことがで

きたらなとは考えております。 

 

伊場勇副分科会長 メーンは何ですかって聞いたのが、やはりハロウィンパー

ティーって聞いて、何だろうかって多分思われると思うんですね。例え

ば、ハロウィンパレードパーティーだったら、パレードするんだってい
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うふうに思うと思うんです。その辺のやっぱり聞いた人の感じ方に、も

うちょっと敏感にならなきゃいけないんじゃないのかなというふうに思

うんですね。花火大会だった花火があるともちろん分かりますし、福岡

のほうでは、パンのお祭りじゃなくて、その中のカレーパンに特化した

お祭りとかもやってるとすごく集客があるんですよ。やはりそれだけで、

やはり何をするか分かるからそれを目的に来るわけですよね。プラスア

ルファ、そういったパラサイクリングとか、いろいろな企画を準備する

のは「行って楽しかったね」となると思います。もちろんさっき小野田

まつりもありますけど、小野田まつりっていうだけじゃなかなか初めは

そこまで集客はなかったと思います。ただ、その中身が一杯楽しいもの

があったから、続けるに当たって人が増えてきて、すごく大きな祭りに

なったと思うので、やはりもうちょっと具体的に分かりやすいネーミン

グをどうするかというなかなか難しい問題ですけど、そういった観点で、

やはりそのポスターを作るなり、そういったこともやっぱり訴えかけて、

これなんだってすぐ分かるような仕組みっていうのを作っていただきた

いなという思いです。意見です。お願いします。 

 

河野朋子分科会長 来年度の参考にしてください。 

 

笹木慶之委員 今頃になって、改めて聞くのは変な話なんですが、先ほど聞い

てちょっと私も驚いたんだけど、実はこの祭りが終わった後、私の関係

者３０人ほどおりましたけど、はっきり聞いたんですよ。誰一人褒めな

かった。１人も褒めた人がいなかったということなんです。厚狭地区だ

からかなと思ったんですが、年齢が４０歳から６５歳ぐらいまでの人で

した。ところが、それは、外れてないんですよ。当たってるんですよ。

これ見たら、ターゲットは市内の若者じゃないですか。これ全部若者。

いわゆる後継者を作るとか、メーン事業について皆そうなってる。これ、

だから彼ら彼女たちに魅力がなかった、引き受けられなかったというこ

となんですね。だから私が耳を疑ったのは間違いじゃなかったと今分か

ったんですが、これは普通の場合、例えば祭りの定義というのは、老若
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男女老いも若きもみんなこぞって祭りに行きましょうというのは、昔か

らの祭りの、定着した祭りの在り方なんですよね。ふと昔のことを思い

出したんですが、人の輪、まちの輪、祭りの輪といういわゆる輪を作っ

ていこうと。そしてみんなで力を合わせてこのまちを元気にしていこう

というようなことをやったことを思い出しましたけど、問題は、これを

否定するわけじゃありません。これはこれとして、事業化されるわけだ

けど、やっぱり今、高齢化社会でしょう。お年寄りの力も、若い人も大

事だけれども、まちの先輩がまちの後輩にものを伝えるということが、

私はもっと強い力があると思うんですよ。それが地域力じゃないかな。

そこにシビックプライドが芽生えるものだと。だから、いきなり天から

降ってきたものではなしに、やっぱそういったものも何かやっぱりつな

げていかないとね。そこに何かこう、物忘れしたような気持ちが残って

しまう。だから私も当日、ほかのことがあって、二つの行事をこなして

会場に行きました。行ってみて、ちょっと驚いたんですがね、もっと多

いと思っていたら少なかったんですよね。そういったことの中で、今言

ったような反省をしてみたんだけど、やっぱりこれだけの予算を使って

やるということは、やっぱりその辺りの考え方をもう少し、私は整理し

たほうがいいんじゃないかなと思いますけど、副市長いかがですか、ど

う思われますか。 

 

古川副市長 おっしゃられたのは、昔、小野田まつりっていうのを山陽小野田

市ではやっておりました。ここにいらっしゃる長谷川委員も役所に入ら

れたときは、最初に小野田まつりを担当されたと思います。私も入って

すぐ小野田まつりを担当して、これ商工会議所の産業まつりからスター

トしておりまして、会議所と市がタイアップする中で、皆さんが参加す

るという。そういう中で、先ほど山田委員がおっしゃいましたように、

議会も参画するようなまた、観光協会も主催ということで４者ぐらいの

主催でやっておったと思います。それが、やはり、保育園児から、昔は、

商店街とかがあったんですが、そういうのもこぞって、しゃぎりパレー

ドをしておった。そうした中で、山陽町と小野田市が合併して、それが
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山陽小野田市民まつりという形になった時点から少し雲行きがおかしく

なったというふうに歴史的には見ておりまして、やはりまつりは、基本

的に自然発生的な宗教と言うたら失礼ですけど、やはり神社を中心にし

たりとか、やはり地域の集まりから発展をしたりしていくものが祭りだ

ろうと思いますので、市民まつりを行政が主体となって、全市民を巻き

込んだまつりを行政が主体となってやるというのは、もう少し時代が違

うのかなと。先ほど笹木委員がおっしゃいましたように地域のコミュニ

ティーということになりますと、今回の代表質問でもいろいろありまし

たように地域運営組織とか、そういう中で動いていって、そこで、いろ

んなまちづくりをしていただけたらと。その中に行政もいろいろ参画し

ていくという形になろうかと思います。今回のハロウィンイベントとい

うのは、全市的な祭りというよりちょっと若者をターゲットにして、ち

ょっと角度を変えて、祭りというかイベントをして、情報発信をしよう

じゃないかというような着眼点で行ったところでございまして、皆さん

方がおっしゃっておりますような山陽小野田市民まつりの復活というよ

うなところではないというのは少し御理解をいただきたいと思います。

そうした中で、山陽地区のほうはまつり山陽とか秋まつりとか、寝太郎

まつりとかずっと残っております。そういうような祭りはそういう祭り

で、伝統を重んじてやっていく必要があろうと。そうした中で、行政が

お手伝いできることは、手伝っていきたいとは思いますし、今回のハロ

ウィンの祭りは少し角度を変えて若者をターゲットにする、若者へ情報

発信したいということで、ちょっとやった中で市民の皆様方から、少し

いろんな意見も頂いたということで、また来年度につきましてはその御

意見を参考にする中で、少し考えていきたいというふうに考えます。 

 

笹木慶之委員 なお、付け加えておきますが、私の思いですからね、違うかも

しれませんから、やっぱり市の良さを外に売ろうとすると中の人たちが

いいと思って中でいいと評価しないと、外へいいという評価は出ていか

ないと思うんですよね。だから、内輪が仲良くすることを外の人が見て、

その中に入っていきたいと思う気持ちを誘導するのが私は大事であって、
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そうすると若者もいいんですけど、やっぱり時代をつないできた、そう

いう人たちの中の人の輪をやっぱり誇らしげにしながら、やっぱりよそ

から、それに交わってもらうという手法を私はもう少し考慮したほうが

いいんじゃないかなと思います。今、副市長のほうから、その思いを言

われて一部分かるところがありますけどね。だけど、やっぱり内輪の誇

らしさが外に出ていって、それに皆さんが共感してもらえるというもの

を、やはりどんどん出していくべきじゃないかなと思いますので、そう

いったことも踏まえた対応をひとつお考えいただきたいということを要

望として出しておきます。 

 

奥良秀委員 あと青年の団体からの意見なんですが、かなり、そこの団体に対

しては、複数の団体なんですけど、予算が少なかったと。もう少しあれ

ば、もっといろんなことができたという後の意見もありましたので、今

回またやられるんであれば、そういったいろいろと地元のそういうふう

なところがあると思いますので、その辺にはいろいろと活動ができやす

い環境を作ってあげて、やはりその人たちも若者なんで、やはり２０代

３０代の方たちなので、そういう人達がやっぱりおもしろくなければ、

先ほど笹木委員が言われたとおり、内輪がおもしろくなければ、おもし

ろさが周りに伝わっていかないと思いますので、その辺も意見としてよ

ろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 はい、いろいろと初年度の反省を踏まえて、また、来年度、

改善がされると思いますので、その辺りたくさん意見が出ましたので、

参考にしてください。それでは、次に行っていいですか。(「はい」と呼

ぶ者あり)11 番の事業に行きます。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 それでは、５３ページを御覧くだ

さい。審査事業 11 番、若者会議推進事業について御説明します。 ま

ず、事業の概要です。スマイルシティの実現に向けて、シティセールス

を推進していく上で、若者の視点による本市の魅力発信に係る意見を聴
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き、地域振興の諸施策に反映させるために若者会議を設置するものであ

り、来年度は文化をテーマに意見を聴いていこうとするものであります。 

次に指標ですが、会議の開催数を掲げ、今年度同様に５回の数値目標を

定めております。下の妥当性、有効性、効率性については、重点プロジ

ェクト該当事業等ということで３７点の評価となっております。５４ペ

ージには予算を記載しておりますが、支出の内訳としては、報償金１０

万円、保険料３万円。財源としましては、全額一般財源を充当しており

ます。５５ページには、事業の内容を記載しております。中段に記載し

ておりますとおり、会議の構成員は、１８歳以上３０歳未満の若者で、

学生、両商工会議所青年部及び青年会議所の会員、公募委員及び市職員

を対象としております。また予算の内訳として、費目ごとの使途や計算

式を記載しております。５６ページから５７ページには、若者会議設置

要綱を記載しております。説明は以上です。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、この事業について質疑を受けま

す。 

 

山田伸幸委員 かるたとガラスについて話を伺うということなんですけれど、

これ若者の皆さんがそういう実体験を踏まえてされるんでしょうか。も

う事前に、例えばそういったものを見せるとか、実際にガラス工芸のあ

るところに行って、見たりしてくるのか。具体的にはどのようなことを

考えておられますか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 今年度はスポーツを対象に実施いたしま

して、来年度は文化ということで考えておりますけれども、実際に今年

度につきましては、やはり会議室で、今まで知っていることを見ている

ことを基に意見交換するだけではやっぱりちょっとなかなか意見も出ま

せんし、実際よく知らないっていう方もいらっしゃると思いますので、

来年も同じようには考えているんですけれども、今年度を参考に言いま

すと、実際にレノファの試合に行って、その場で市のＰＲをしていただ
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いたり、パラサイクリングの選手と市民の交流事業に実際に参加してい

ただいて、市の職員と一緒に選手と交流したりっていう体験をしていた

だいた上で、自分がどういうところがいいと思ったからどういうふうに

すれば、若者、市内、市外の方の心に響くかっていうところを最終的に

意見交換させていただきましたので、来年度につきましても実際に今、

実際されていらっしゃるかるた教室であったりとかっていうところの場

に参加していただく中で、御意見をお聞きできればなというふうに考え

ております。 

 

山田伸幸委員 今の説明を聞きながら、これは婚活イベントかなっていうふう

なイメージを受け取ってしまったんですけれど、やはり若い人たちが、

男性女性が一緒になって事業すればそういうふうに、どうしてもイメー

ジしてしまったんですけど、これを実際見られて、今年度についてはレ

ノファの応援に行ったんですかね、結局は。そこで意見を出し合うとい

うふうなことをされたんですが、新年度はだから具体的には先ほど言わ

れたようにかるたの教室に参加すると。それだけでどういった目的が果

たされるんでしょうかね。結局、若者会議の設立の目的と合致するのか

どうなのか、その辺がちょっとよく分からないんですが。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 先ほど冒頭にも御説明をいたしま

したけれども、シティセールスを推進していく上で、若者の視点による

本市の魅力発信に係る意見を聞くと、それを地域振興の諸施策に反映さ

せると。これが、会議を設置した目的ですので、例えばかるたなり、ガ

ラスの体験なりをしてもらう中で、若い人たちの感性で、もっともっと

こういうふうにしたら、そのガラス文化というものを市民がもっともっ

と広く実感でき定着していくことができるんではないか、地域振興のガ

ラス文化をどんどんと、どういうふうに広めていくかっていう観点での

アイデアも頂きますし、それと加えまして、どういうふうな発信の方法

があるのか、どういうふうにすれば、よりとんがった形で情報として発

信されていくのかっていうこととか、そういったことも意見を頂く。そ
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れを今若い人たちに、実現可能性というのを度外視して意見をください

というふうに言っていますので、アイデアを頂くというふうな形でして

おりますけれども、提案していただいたものの中で幾つか実現できるも

のがあればしっかりと受け止めて、翌年度、翌々年度の事業に反映させ

ていく。こういうふうなことを考えているところです。 

 

奥良秀委員 スポーツとは何をしたのかっていうことで、私も聞こうと思った

ら、レノファとパラサイクリングということで、実際問題、若者会議の

中で、レノファとパラサイクリングっていうのが出たんでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 こちらから、スポーツというテーマはお

示ししました。それで、今の市の重点プロジェクトとしてやっている中

で、レノファ山口との連携ですとか、パラサイクリングのまちづくりっ

ていうか、そういったところをやっておりますので、その二つに関して

はこちらも具体的に提示もしましたし、体験の場も提供したところです

が、話合いの内容につきましては、広い意味でスポーツということで、

レノファ山口とかパラサイクリングにこだわらず、広くゴルフとか新ス

ポーツということでオートレースとか、そういったところも含めた御意

見は頂戴致しておるところです。 

 

奥良秀委員 先ほど来からの説明を聞いてると、もう最初から、要はありきで

動かれているのかなという認識がありましたので、また今年度は文化を

テーマにして、ガラス、かるたというふうになってるんですが、そうは

言っても、右の表の令和２年度は文化っていうところで、ガラス、かる

た等ってあるんですけど、じゃあ「等」って何ですか。教えてください。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 広く文化ということでテーマを作ってお

りますけれども、例えば若い方の意見を今から聞く中で、例えば音楽の

イベントをやりたいとかっていうようなものが出てくるかなとは思って

おりますので、そういった意味で広く文化ということで。市として事業
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として、こう大きく推進しているものがかるたとガラスといったような

ものがありますので、それを市がやっているものを改善していく中で、

どういった御意見が頂けるかっていうところは、こちらも聞きたいとこ

ろではあります。決してそれ以外を妨げるものではないということです。 

 

奥良秀委員 妨げることはないでしょうけど、やはり話を進められている流れ

の中で、やはり市の施策がこういうふうにやられてるんであれば、こう

いうふうに進められて言わなくちゃいけないんじゃないかなと。これに

関して話をしなくちゃいけないんじゃないかなという空気に絶対になる

んですよね、ありきに。だから、私としたらガラスに関しては、まだこ

の他の事業でもありますけど、本来若者の人が、ガラスとかるたを言う

のかなと。ちょっと想像できないんですよね。それは、今からかるた教

室であったりとか、かるたを配って、小・中学校の子供たちに教えるっ

ていうんであれば、小・中学校の子供たちがかるたっていうなら分かる

んですけど、若者会議に来られてる人がかるたって本当に挙げて言って

くれるのかなと。ちまたで、要はガラス文化って言われますけど、文化、

そんなに長い間ガラス文化があったのかっていうこと自体が、私の年代

でもクエスチョンが付くんですよね。だから、本来の若者会議っていう

会議ではなくて、あくまでこれは市がやろうと思っている重点施策をど

ういうふうに売り込んでいけばいいかっていう、ただの要は施策をどう

いうふうに進めていけばいいかというアンケートをしているような感じ

に思えるんですが、そうじゃないんでしょうか。本当に要は全市的なも

のなんでしょうかね。 

 

川地地域振興部長 第二次総合計画の重点プロジェクトで、スポーツに関して

はパラサイクリング、サッカーで、文化に関してはかるた、ガラスの文

化というふうに、これはもう単語を挙げております。本市としても、こ

れに当面注力してやるべきで行政としても考えていきますけども、若者

としても先ほどガラス文化が本当に浸透しているのかということも、実

際にどのような感覚でおられるのかっていうのを聞いてみたいですし、
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どのようにしたら浸透していくかというのを聞いてみたい。さらには、

先ほどありましたけど、その四つに絞るのかというとそれ以外にも私ど

もも聞きたいですし、先ほどもありましたようにスポーツについては、

若者のほうからゴルフ場の関係ですとか、例えば、オートレース場でも

本場開催をほとんどしてない中で、すごい有効資源をどのように活用し

ていったらいいのかというのも実際出てきておりますんで、お互いに聞

きたいことを聞きながら、よりよいまちづくりをしていきたいというが

ために今回設置いたしておりますので、私どもとしても、少なくとも自

分たちがやってきたものを聞きたいですし、さらに若者が、こういうの

はどうなのかっていうことをお互いに聞いていきたいというのが本来の

趣旨です。 

 

奥良秀委員 是非とも重点施策のごり押しというか、押し付けではなく、いろ

んなものが多分あると思うんですよ。私が知らない皆さんが知らない本

当に皆さん、若者がやりたいこと、好きなことがあると思うんでその辺

の吸い上げをきちんとしていただきたいと思いますし、できれば、私も

若者が、自分は若いと思っているんですけど、若者が何を話されている

のか、是非とも情報として教えていただきたいと思いますので、会議録

とかそういったものがあれば、公開していただけるようによろしくお願

いします。これ意見です。 

 

中岡英二委員 若者会議の、今、奥委員が言われたように、ガラスとかるた。

関心のない方が集まった場合、やはりこの若者会議の中でオブザーバー

として、そういうガラス、かるたに精通した方を何人か入れるというお

考えはありますか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 あくまでも若者会議の構成員とし

て若者っていうふうな形になっておりますので、むしろそれが今、そう

いうガラスとかかるたになじみがない人だけであっても構わないと思う

んです。あとはそういう人たちだけで会議をするんではなくて、先ほど
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申しましたように、いろんな場所に連れて行って実際に体験してもらっ

てっていうことがあります。その中で、専門家の方というか、詳しい方

からいろいろお話を聞いたり、その方の指導を受けながら体験したりと

いうふうなものの中で理解していくものだと考えております。 

 

伊場勇副分科会長 この若者会議、やり方によっては、今、少人数で２０人以

下ぐらいかなと思うんですけど、やり方によってはそれがどんどん広ま

っていって、いろんな気運が生まれてくる可能性も秘めていると思うん

ですね。その中で、やはり出られた若者の方に意見を聞くと、それなり

に楽しかったですよっていう、楽しかったら良かったねというか、ただ

そこで終わっちゃうと勿体ないなって思うんですね。２か月に１回、５

回やると言いましたけど、なかなか２か月に１回だと協議の内容もちょ

っと忘れちゃうんじゃないのかなあとかも思ってしまいますし、やはり

１年通してこれをやる中で、何かこう達成感というものが若者にもしあ

れば、このせっかくやる事業を波及していく思いとか考えとかが広がっ

ていくんじゃないのかなと思うんです。イベントとするのか、例えば議

会に対しての要望書になるのか、それはちょっと分かりませんけど、何

かこの成果物のようなものっていうのもひとつ必要じゃないかなと思い

ますが、その辺いかがですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 一応この若者会議につきましては

年度単位で活動を考えておりまして、今年度につきましても、もうすぐ

提案書といいますか、そういったものが取りまとまりますので、若者会

議のメンバーから市長のほうに提案していただいて、意見交換もしてい

ただくという場を作ろうかなと思っておりますし、やはりその達成感と

いうことで言えば、出した意見が何らかの形で具現化されて初めて達成

感かなと思っております。ちょっと先ほど言いましたけれども、実現可

能性を考えずに意見出してくださいと言ってますので、なかなかちょっ

とおもしろいけどねっていうのも、あるにはあります。ただ、出された

意見は真摯に受け止めながら、少しでも実現に向けて努力していくと。
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その中で、あなたの意見が形になったよというふうなことがあれば、よ

り参加してよかったと思っていただけるようになると思いますので、そ

の辺りはしっかりと出された提案をどのように生かしていくのかという

ところで考えていきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 取りまとめというのは、会議のメンバーの方がされるのか、そ

れとも事務局のほうでやるのか。いかがでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 今年度につきましては、委員から頂いた

意見を事務局のほうで案として取りまとめて、委員にそれを見ていただ

いて、修正等した上で最終案とするということで進めております。 

 

山田伸幸委員 事務局が意見を誘導することのないようにしていただきたいと

思います。それともう１点、５５ページの事業の概要、構成員、開催回

数、予算の内訳というところを見ていて、先ほどの委員会の審議の中で、

委員の報酬が４，０００円というのが決まってるんですけど、これ、

２，０００円となっているのはどちらですか。これはもう２，０００円

のままでいかれるんですか。 

 

川地地域振興部長 附属機関の報酬が４，０００円ですので、これは附属機関

ではなく報償という形で出しますので、従来どおりの２，０００円にな

っております。 

 

笹木慶之委員 私のほうからもお願いしますが、若者会議、大いにやっていた

だきたいと思います。ただ、ガラスとか何とか、これ入り口の問題であ

ってそれに限定しないということですから、やっぱり広く文化・スポー

ツの振興、それから市の魅力発信の手法をやっぱり積極的に聞いて、ま

とめるのはどこでもいいですから、まとめられて、そのまとまったもの

をやっぱり我々に見せていただきたいと思います。我々もやっぱり参考

としながら、やっぱり違った提案をしていきたいなと思ってますので、
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大いに若者の意見を吸い上げてやってほしいということを申し上げてお

きたいと思います。 

 

河野朋子分科会長 意見ということでいいですかね。ほかにここで質疑はよろ

しいですか。次の 14 番、15 番の説明を続けてお願いします。できると

ころまで、途中でもいいです。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ６７ページを御覧ください。審査

事業 14 番、観光プロモーション事業について御説明します。まず、事

業の概要です。観光誘客の促進を図るため、ターゲットに応じた様々な

媒体を活用し、効果的な情報発信を行うものです。次に指標ですが、来

年度については、今年度作成したパンフレットやＰＲ動画を活用した情

報発信事業を実施するという活動指標を設定しております。下の妥当性、

有効性、効率性については、重点プロジェクト該当事業等ということで

３７点の評価となっております。６８ページには、予算を記載しており

ますが、支出の内訳としては、広告料２００万円。財源としましては、

地方創生推進交付金１００万円、一般財源１００万円を充当しておりま

す。６９ページには、事業の内容を記載しております。発信エリアは、

県内及び北部九州を中心とし、広告媒体は、テレビＣＭやインターネッ

ト広告、観光旅行関係雑誌等を業者提案の効果的なメディアミックスで

実施する予定としております。次に、７１ページを御覧ください。審査

事業 15 番、おもてなしサポーター育成事業について御説明します。ま

ず、事業の概要です。市内の観光関係事業者、団体等を対象に市の観光

資源の知識、観光案内のノウハウを教授した上でおもてなしサポーター

に登録し、それらの事業所を訪れた人に観光案内や情報を発信できるよ

うにするものです。次に指標ですが、これまで同様、研修会の開催及び

サポーター登録者数を掲げており、それぞれ目標値を定めております。

下の妥当性、有効性、効率性については… 

 

河野朋子分科会長 ちょっと途中ですが、申し訳ないです。本日３月１１日で
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東日本大震災の発生から９年となります。この震災によって犠牲となら

れました全ての方に対して哀悼の意を表すべく、これから１分間の黙祷

を捧げたいと思いますので、御起立をお願いします。 

 

（出席者全員起立、黙とう） 

 

河野朋子分科会長 それでは、続きをお願いします。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 引き続き、７１ページになります。

下の妥当性、有効性、効率性については、ホスピタリティの向上が現行

の観光振興ビジョンにも明記されていること等から、３３点の評価とな

っています。７２ページには、予算を記載しておりますが、支出の内訳

としては、講師謝礼２０，０００円、消耗品費８０，０００円。財源と

しましては、全額一般財源を充当しております。７３ページには、平成

３０年度の事務事業評価シートを掲載しております。指標としているサ

ポーター登録者数の実績値が目標値に届いていないことから、目標達成

度は「Ｃ」となっております。課題としましては、登録の要件となって

いる市主催研修の受講という部分を緩和するなど、ルールを見直すこと

も必要かと考えており、今後の方向性は、コスト投入を現状維持にとど

めつつ、成果の拡充を図るとしております。７４ページには、これまで

の登録事業者の名簿を掲載しておりますので御確認ください。説明は以

上です。 

 

河野朋子分科会長 それでは説明を受けましたので、質疑のところまでして、

休憩しますので質疑を続けます。質疑はありますか。14、15 の事業につ

いて、先ほど観光のところでちょっとありましたけどね。 

 

山田伸幸委員 観光プロモーションということで例のビデオ放映を先ほど評価

したんですけれど、これについて何らかの反響等はあったでしょうか。 
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原野シティセールス課観光振興係長 今の評価していただきました動画の件な

んですけれども、ＣＭとかですねユーチューブ等で今、皆さん見ていた

だいておりまして、実際に見られた場所、例えばくぐり岩とかですね、

こちらの方とかも行ってみたいので場所を教えてほしいという問合せと

かも頂いておりますし、今の山田委員が言われてましたように、本当に

動画がすごい良くできているので、また今後もいろんなものを展開して

くださいっていうような応援のメッセージ等も頂いておる次第です。 

 

伊場勇副分科会長 そのＣＭとかに流れているカメラ旅ですかね、３名の女性

が出られていますけど、３名の女性はどういった方なんでしょうか。教

えてください。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 今、カメラガールズという、そういうカ

メラを好きな女性が、本当に一眼レフカメラを持って、いろんな好きな

ところに行って、インスタ映えするような写真を撮って回るような旅を

するのが好きな女性の方が集まるコミュニティーになるんですけれども、

こちらを実際うちのそういった写真映えするような施設であるとか、食

とか、それから体験するような施設を、そういったストーリーで御紹介

するような動画にしたらどうかっていうことを、先ほど動画の受託者で

ありますＹＡＢから御提案いただきまして、そういった方を起用するよ

うになったのが経緯です。実際来られた３名の方は、カメラガールズの

ほうから選抜された方でして、たしか御出身は福岡と広島と関西のほう

だったと思います。（「市民じゃなかった」と発言する者あり） 

 

河野朋子分科会長 なるほど、それが知りたかった。 

 

山田伸幸委員 観光プロモーションというわけではないんですが、やはり私も

写真を使って情報発信をしておりますと、時折、問合せが入ります。特

にヒメボタルシーズンについて、これは毎日私、情報を発信しておりま

すので、いろんな方が問合せをされますし、山の中で私を見つけられて、
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撮影ポイントを教えてくださいとか撮影の仕方を教えてくださいとかで

すね、そういうのがあって、やはりかなり広く、知られてくるようにな

りました。ちなみに、昨年私が一緒に歩いた方の中では長崎、それから

広島、以前は、東京のプロカメラマンの方を案内したこともあります。

相当注目されるスポットなんですね。それ以外にも、花の海なんかに行

っても、特に夕方を好んでおられるんですね、カメラマンは。なぜかと

いうと、人が少なくなっている。それと夕日とのコラボレーションを考

えているということがありまして、そこで臨時の撮影会みたいになって、

たまたまおられた鑑賞客の方をモデルにして、撮影会になったりすると

いうこともあるんです。そういったように、せっかくあるその優れた観

光スポットをいかして、是非もっともっといかすような手段が必要では

ないかなと、自然発生的なのもいいんですが、やはり私的な努力も必要

ではないかなと。昨年から突如のように、くぐり岩が注目をされてきて、

たくさんのカメラマンが押し寄せているんですが、一度だけ出会ったん

ですけど、駐車場から下りていくところに市の職員の方が立っておられ

て、何してるんですかって聞いたら、朝からここに立って、来客数を数

えていると。ちょうど夕方でしたけど６６人目だというふうに言われま

した。そんなのをただ数えているだけじゃなくて、そこにせっかく案内

板等があるので、いろんな案内をしたりとか、何時から何時ぐらいまで

は安全な時間ですよとかですね、そういった、その日ごとによって、や

っぱり案内するやり方が変わってくると思いますので、そういった来ら

れる方へのサービス、そういったものも必要ではないかなと思うんです

よ。特にプロカメラマンなんかに来ていただいて、その撮影会とかもや

って、いろんな方に来ていただく。そういったことも必要ではないかな

と思うんですけど、またそれを一緒に横から撮影をして、それをまた別

の媒体で流すということもできると思うんですよ。そういった努力と工

夫によって、もっともっとたくさんの人が山陽小野田市ファンになって

いただけるんじゃないかと。せっかくいい媒体がありますので、それを

是非利用していくべきではないかなと、かねがね思ってるんですが、い

かがでしょうか。 
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吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 たくさんのアイデアを頂きまして

ありがとうございます。全くまだまだその現地でのサービスであったり、

ソフト事業といいますか、そういったものが足らないなということは実

感しております。これはまた改めて、今年度に作成しております観光の

プランのほうでも記載しているところですけれども、やはりそういった

ソフトを充実させていかなければいけないということは、共通認識を持

っております。ただ一方でやはりマンパワーの部分でどうしても弱い部

分があります。御承知のとおり、市の職員が観光協会の事務局も兼ねて

やっているという状況の中で、市あるいは観光協会でどうこうというの

は限界がありますので、そこはスマイルプランナーという形にもなると

思いますけれども、いろんな方々の御協力を頂きながら、そういう現地

でのおもてなしなりソフト事業なりの展開を構築していくことができた

らなと考えております。ますます今からそういったスマイルプランナー

をはじめとした方々とのネットワークで、そういう対応をしていくこと

ができたらなと考えております。 

 

中岡英二委員 これは参考にしていただきたいんですが、私はユーチューブを

見るのが好きで、特にこの度できている旅グルメ、窯業、まち並み風景、

これは１分前後でいいねの回数も２８０から２００件。それに比べて４

分間の長編の動画は８４２件。ちなみにくぐり岩も８４３件と、いいね

の回数が多いです。これから見ると、せっかくいいもの作っておられる

と思うんですがもう少し長時間というか１分程度ではやはりいいねが少

ないです。やはり４分ぐらいあれば、経費の問題もあると思いますけど、

かなりのかなりのいいねが付いていますので、その辺、時間を含めて内

容ももう一度検討されたらどうかなと思います。私の要望ですね。 

 

伊場勇副分科会長 カメラガールズもいいと思うんですけど、本市の人がもっ

としっかり出るというか、そういった動画は、もちろんその中には出演

されていますけど、お酒を作っているところとか。ですが、看板娘のよ
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うな本市の人も出るっていうところはどう考えられていますか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 先ほどもお話ししました民間の専

門業者さんにお願いしてお金を掛けて作るというものじゃなくて、職員

の手作りでもというものの延長にもなるかもしれませんけれども、この

度の来年度のハロウィンに向けてということでもお話しました市民が撮

る、あるいは市民が登場するというふうな映像を、当日映していっても

おもしろいんじゃないかというものも今考えておりますので、そういっ

たものをハロウィンの事業だけにとどまらずに、それをユーチューブな

んかどんどんアップしていくということもあろうかと思っておりますし、

もっともっとその市民自ら市の魅力発信していくというものの楽しみな

り意義なりを感じてもらえるような人が増えていくことが大事だと思っ

ておりますので、その辺をハロウィンを始めとしたいろんな事業を通じ

てそういった気持ちを奮い立たせる形にもっていきたいなとは思ってお

ります。 

 

山田伸幸委員 これもまた一つのアイデアですが、入ったばかりの職員にゴー

プロを持っていただいて、３人ぐらいで市内の観光箇所に行って、２分

か３分ぐらい歩いてもらって、必ず若い人であれば、感動もより大きな

声も上がってくると思いますし、私たち年の者が見るのとは違った喜び

の表現の仕方があろうかと思うんですね。それを集めて、プロモーショ

ンビデオができるように私は思うんですよ。だから本当にその辺でいう

と、もっともっとたくさんの良いところがありますので、発掘をして金

を掛けずに、ゴープロというすばらしいものありますので、そういった

ものを活用すればおもしろいんじゃないかなと思います。特に市内には、

今出ているくぐり岩と花の海だけでなくて、恐らく、山口県で一番大き

い紅葉の木というのが鴨神社にあります。その鴨神社には紅葉の木だけ

でなくて、羽子板の玉になるムクロジの木の巨木もありますし、そうい

ったものを是非紹介して出す。動画で出すというのが今一番のはやりで

すので、やられたらどうかなと思います。いろんなところに、いろんな
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これはというのがありますので、それを是非。それとか地域の中で先日

やられた百万遍念仏も行って、それを取材してくるとかいうこともあっ

ていいんじゃないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 参考にさせていただきたいと思っ

ております。市の魅力をしっかりと認識して、そして発信していくとい

うことの取組の一環として、例えば新規採用職員にやらせるとか、すご

くいいアイデアだと思います。あとは、あまたある動画の中で、本当に

見てもらえるものができるかどうかというのはありますので、いいねの

数を増やそうと思えば、なかなか専門性とかいろいろ必要なのかもしれ

ませんけれども、まずはやってみるという習慣づけといいますか、そう

いったものには大いに役立つものだと思いますので、参考にさせていた

だきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 そのためには、数を打てば当たる。数が必要であります。以上

です。 

 

奥良秀委員 ７１ページのおもてなしサポート育成事業ですが、実際にこうい

う制度を作られて平成２９年から令和元年までこういうふうに事業所が

入られてという話なんですが、おもてなしサポーター事業を受けられて、

どういった成果というか、アンケート的なもの、課題的なものというの

は何か吸い上げというか、そういったことはされているでしょうか。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 まず、実際におもてなしサポーターにな

っていただきまして、取組の状況は、特にやはりたくさん案内を御紹介

されているところもあれば、なかなか行かれる方が少なくてパンフレッ

トを設置していただいておいて、来訪者が来られたときに渡されている

というとこもあるんですけれども、特に熱心にというか頻繁に取り組ん

でいただいている事業所につきましては、向こうから、新しいパンフレ

ットができたらないですかとか、こういったパンフレットが欲しいとか
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と言ってうちに取りに来られたりお問合せをしていただくこともありま

すし、各事業所のホームページでも季節の花だよりとかくぐり岩の状況、

それからこういった夕日の写真を撮れますよというような御紹介もされ

ているところもありますし、来られた方を実際にくぐり岩の道案内をさ

れているというところもあって、皆さん本当に取り組んでいただいて効

果が出ていると思っております。課題につきましては、やはり昨年、事

業者の皆さんにアンケートを実施いたしまして、中にはそういった双方

でのまだ情報交換がなかなかできていないとか、活躍の場がなかなかな

いなという事業者も中にはいらっしゃるところですので、今後も実際研

修会を重ねていく中で、お互いのフォローアップもしながら、連携を密

に取ってよりよいものにできるように努めてまいりたいなとは思ってお

ります。 

 

奥良秀委員 一つ提案なんですが、大体３年間やられてみて、どういう分野の

ところでおもてなしサポーター制度が活用できるかなという事業体が見

えてきているのかなとは思うんですよ。それで、事業体というのは山陽

小野田市の中にどのぐらいあるかという洗い出しはすぐできると思うん

ですよね。そういったところに、逆にこちらからこういうサポーター制

度があるんですけどどうでしょうかということをお願いに回られて増や

していかれたほうが、今度はもっと効率的になってくるのかなと思いま

すので、正確にデータがあるようなことを言われてましたので、それを

活用していっていただきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 おもてなしサポーターには登録をしておりませんが、長谷川議

員も中岡議員も私も大井議員もヒメボタルシーズンの通行止めのときに

はあそこに立って、ヒメボタル観賞者の案内をするということをやって

おります。実際に連れて歩くのは２人しかおりませんけれど、いろんな

場面でいろんな方が自分の得意分野で活躍できる場があると思うんです

ね。その辺を掘り起こしていくことが私は今必要ではないかなと思って

おります。せっかく長谷川議員とか中岡議員が活躍しておられますので、
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一言言わせていただきました。 

 

河野朋子分科会長 いいですか。紹介したということで。（「はい」と呼ぶ者あ

り）ほかに質問はいいですか。それでは、ここで１０分間休憩をいたし

たいと思います。１０分休憩してまた再開します。 

 

午後３時６分 休憩 

 

午後３時１５分 再開 

 

河野朋子分科会長 それでは、分科会を再開します。審査番号②の審査事業 16

番と 17 番の説明をよろしくお願いします。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ７５ページを御覧ください。審査

事業 16 番、県央連携事業（広域プロモーション等）について御説明し

ます。まず、事業の概要です。県央連携都市圏域を構成する７市町全体

を会場に見立てて、２０２１年に開催する「山口ゆめ回廊博覧会」に向

けて、その準備やプレ博覧会を開催しようとするものであります。次の

審査事業 17 番、県央連携事業（山口ゆめ回廊博覧会市主体事業）との

両輪となっており、当事業は７市町が共同で組織した博覧会実行委員会

が実施主体となる事業を中心としております。次に指標ですが、当博覧

会は海外からの観光客の誘客も見込んでいることからも、地域通訳案内

士育成人数や観光客数等３つの指標を掲げ、それぞれ目標値を定めてお

ります。下の妥当性、有効性、効率性については、重点プロジェクト該

当事業であり、また県央連携都市圏域ビジョンに基づく事業でもあるこ

とから３５点の評価となっております。７６ページには、予算を記載し

ておりますが、支出の内訳としては、山口県央連携都市圏域事業負担金

１４５万９，０００円、普通旅費１０万円、消耗品費１０万円。財源と

しましては、地方創生推進交付金７２万９，０００円、一般財源９３万

円を充当しております。７７ページには、山口ゆめ回廊博覧会事業の概
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要を記載しております。方向性としては、博覧会の効果を各地域に波及

させるため、各市町に主会場を置き、周遊を促進するオープンエリア型

博覧会として開催する等としております。会期は、来年度のプレ博覧会

が７月１日から半年間、再来年度の博覧会が令和３年の７月１日から半

年間となっております。下段の部分は、主に審査対象事業 17 番の説明

になりますが、各市町の主体事業として、主会場を設置し、集客力のあ

るイベントを開催することや地域資源を活用したゆめ散歩という体験プ

ログラム等を実施することとしております。また、７８ページには、実

行委員会が実施主体となって行う事業の詳細を記載しております。企画

運営や広報宣伝、重点プログラム実施事業等で令和２年度の総事業費は、

１億３，４３５万円となっております。このうち当市の負担については、

重点プログラム実施事業の地域通訳案内士育成とゆめ散歩の外部人材を

活用した造成支援、周遊プログラム実施事業の周遊実証イベントの実施

に係る１４５万９，０００円となります。次に、７９ページを御覧くだ

さい。審査事業 17 番、県央連携事業（山口ゆめ回廊博覧会市主体事業）

について御説明します。当事業は、事務事業名に①から④までの番号を

付している４つの細事業から構成しておりますので、これらを一括して

御説明します。まず、①の事業の概要です。当事業は、山口ゆめ回廊博

覧会の関連事業のうち、各市町が主体となって実施するもので、当市に

おきましては、主会場イベントとして、ガラスアートフェスの実施と、

ゆめ散歩として、ガラス、書道、かるた、まち歩き等の体験プログラム

の造成を予定しております。次に指標ですが、事業内容を反映して、市

町主体事業の開催、体験プログラムの造成・実施及び市の観光客数の３

つを掲げ、それぞれ目標値を定めております。下の妥当性、有効性、効

率性については、重点プロジェクト該当事業であり、また県央連携都市

圏域ビジョンに基づく事業でもあることから３５点の評価となっており

ます。８０ページには、予算を記載しておりますが、支出の内訳として

は、市の担当部局及び観光協会、文化協会で組織する実行委員会への負

担金２００万円。財源としましては、地方創生推進交付金１００万円、

一般財源１００万円を充当しております。 
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長井文化振興課長 引き続きまして、②から④までの事業について順に御説明

します。８１ページを御覧ください。まず市主体事業②の事業概要です。

当事業では、令和２年７月から始まるプレ博覧会のプログラムの一つと

して、市内の公共施設１０か所に、市保有のガラス作品を展示し、それ

らを巡るスタンプラリーの開催を予定しております。このため、ガラス

作品をより魅力的に見せるための展示台を購入し、多くの来場者が見込

まれる山口ゆめ回廊博覧会を、本市のガラス文化を発信する絶好の機会

と位置づけ、ガラス作品の美しさや迫力を堪能していただくことで、ガ

ラスのまち山陽小野田を知っていただき、本市の知名度アップにつなが

るよう計画しております。このスタンプラリー会場に作品を展示する

１０台の展示台を購入予定としております。指標につきましては、事業

の開催回数を掲げております。妥当性、有効性、効率性につきましては、

重点プロジェクト該当事業であり、また県央連携都市圏域ビジョンに基

づく事業でもあることから、３５点の評価となっております。８２ペー

ジには、予算を記載しておりますが、支出の内訳は展示台購入費用とし

て、庁用器具費９５５万円、重要物品に賦課する保険料１，０００円を

計上しております。財源としましては地方創生推進交付金４７７万

５，０００円、一般財源４７７万６，０００円を充当しております。続

きまして８３ページを御覧ください。市主体事業③の事業について御説

明します。当事業は、山口ゆめ回廊博覧会期間中には、きららガラス未

来館にも多くの来館者が見込まれることから、現在きららガラス未来館

の入り口に設置している案内版は、デザイン性を重視する余り、来館者

には分かりづらいため、県道から未来館への出入り口が分かりやすいよ

うに、資料の８９ページ右下に掲載しております幅９０センチ、高さ３

メートルの視認性をより重視した看板の設置を予定しております。指標

については看板の設置数を掲げております。妥当性、有効性、効率性に

ついては、誰でも利用可能な、市が設置した施設を周知する事業である

ことから、３３点の評価となっております。８４ページに予算を記載し

ておりますが、支出の内訳は、看板設置委託料１０２万３，０００円を
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計上しており、財源は地方創生推進交付金５１万１，０００円、一般財

源５１万２，０００円を充当しております。続いて８５ページを御覧く

ださい。市主体事業④の事業について御説明します。ガラス文化推進事

業は、出張体験教室の開催とガラス作品展覧会の開催となっております

が、県央連携事業に該当する事業は、ガラス作品展覧会の開催のため、

そちらについて御説明させていただきます。山口ゆめ回廊博覧会市主体

事業、ガラスアートフェスのＰＲ及び本市のガラス文化発信を兼ねて、

令和３年１月１９日から４日間、東京都台東区にある上野の森美術館の

ギャラリーをお借りして、本市が保有する竹内傳治氏の作品や、第８回

までの現代ガラス展大賞作品等を展示する展覧会を計画しております。

本市の特色であるガラス文化の魅力を人口の多い都市圏で発信すること

で、ガラスアートフェスへの集客につなげ、また画像媒体として本市の

ファンを増やすことは、本市の知名度アップにつながる絶好の機会であ

ると捉えております。活動指標については展覧会の開催日数を掲げてお

ります。妥当性、有効性、効率性については、重点プロジェクト該当事

業であり、また県央連携都市圏域ビジョンに基づく事業でもあることか

ら、３５点の評価となっております。８６ページに予算を記載しており

ますが、事業全体の経費３６８万１，０００円のうち、県央事業関連経

費は３３２万３，０００円です。内訳は、作品展示指導料として報奨金

１０万円、展覧会打合せや展覧会期中の職員出張旅費５９万７，０００

円、作品の輸送や搬出、搬入等の業務委託料１５６万９，０００円、広

報費用として広告料５５万円、会場借上料や消耗品等として５０万

７，０００円を計上しており、財源は地方創生推進交付金１３６万

２，０００円、一般財源１９６万１，０００円を充当しております。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ８７ページには、審査対象事業 17

番の①から④までの事業の一覧と総事業費を記載しております。８８ペ

ージには、山口ゆめ回廊博覧会関連事業の一覧を記載しております。一

番上の７市町事業としておりますのが、審査事業 16 番の事業、その下

の白抜きの❶から❹まで番号を付しているものが、審査事業 17 番の事
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業となります。なお、一番下の現代ガラス展に関しましては、県央連携

事業とは別枠としておりますが、ガラスアートフェスの目玉事業となる

ものであることから、併せて記載しております。９０ページには、①の

市主体事業（シティセールス課分）の内容を記載しております。大きく

３つで構成しており、上段にあるのは、期間中常時開催するガラス作品

スタンプラリー、下段にあるのは、体験プログラムのゆめ散歩で、かる

たに関する体験プログラムを予定しております。この両者に係る経費と

して、２００万円を計上しております。なお、中段にあるのは、ガラス

アートフェスの目玉となります事業で、令和２年度は現代ガラス展を、

令和３年度は日本ガラス工芸協会が主催する日本のガラス展の巡回展を

中四国・九州地方で初開催する予定です。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、委員からの質疑を受けたいと思

います。16 番と 17 番の事業について質疑を受けます。 

 

山田伸幸委員 最初に、ちょっとどうしても気になったんでお聞きしたいんで

すが、財源の内訳のことです。これは県央といいつつ、やっぱり山口県

内の多くの市町が連携してやるわけで、これは、県は負担しないんです

か。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 こちらはあくまでも県央の７市町

の連携事業ということですので、県からはございません。 

 

笹木慶之委員 ７８ページの博覧会実行委員会の予算の推移というのがありま

すが、この表の上が全く読めませんが、山口市、宇部市は推測が付きま

すけど、あとは分からんですが、ちょっと左から教えてください。一番

左側から全部見れないんですよ、上が。令和２年の下から。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 実行委員会予算の一番左の縦長に書いて

おります黒に白抜きの部分ですが、縦に書いておりますのが、実行委員
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会予算全体を指しております。上に行きまして、順番に共通経費と書い

てある部分の上、こちら区分です。その右は事業名です。各事業名にな

ります。続きまして事業内容で、コンダクター、それから実行委員会開

催経費と書いているところです。黒く太枠になって囲っておるところが、

Ｒ２予算額です。続きまして、山口市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、

山陽小野田市、最後が津和野町になります。以上です。 

 

山田伸幸委員 同じくよく分からないので教えていただきたいんですが、７７

ページの下側の枠の中の山陽小野田市の横の何ですか、写真。何ですか。 

 

河野朋子分科会長 写真ですか。（発言する者あり） 

 

原野シティセールス課観光振興係長 印刷が見にくくて大変申し訳ございませ

ん。ガラスの吹きガラス体験をしている様子だと思います。 

 

奥良秀委員 ７８ページの予算の推移のところなんですが、やはり山口、宇部

がかなりの金額になってまして、やはりメーンはこの二つにどうしても

見えてくるのかなと。いかに、じゃあ山陽小野田市が呼んでいけるかと

いうところなんですが、何か方策をお持ちでしょうか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 そもそもとして、この県央の７市

町は、山陽小野田市を除いては、やはりもう以前から観光にかなり力を

入れ、またその名所旧跡も豊富にあるところとして、しっかりとまた予

算も掛けながらやってらっしゃるところです。その中で山陽小野田市が

入って、どこまで存在感を発揮できるかというふうなところなんですが、

タイミングも良く、来年度は現代ガラス展があるということからもガラ

スアートフェスというのをやっていこうということにしております。ど

こまでそこが耳目を引くような取組になるのかというのは、これからし

っかりと考えていかなければいけないんですけれども、その一つの目玉

商品として令和３年には、中四国・九州エリアで初の巡回展を誘致する
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というものがありますので、こういったものもしっかりとアピールポイ

ントとして訴えていきたいと考えております。 

 

奥良秀委員 是非ともその７市町の中で、大きいところはあるんですが、頑張

っていただいて光るようにしていただきたいと思います。今度は８１ペ

ージの専用展示ケースの件なんですが、１０か所、１０個買われるとい

うことなんですが、これ、そのプレと本番と終わった後の活用方法はど

ういうふうにお考えでしょうか。 

 

長井文化振興課長 プレ、博覧会が終わりましても、今も市内の公共施設にガ

ラス作品を展示しておりますけれども、今持っている展示台よりも少し

ガラスが魅力的に見えるものを購入しようと思っておりますので、引き

続き、市民の皆様に目に触れるように展示を続けていきたいと考えてお

ります。 

 

奥良秀委員 市所有のガラス作品っていう文言があるんですが、これはどのぐ

らいのものがあって、どのぐらいの価値があるものなのかっていうのは。

やはり作品を展示されるっていうことであれば、どういうふうな価値が

あるのかなと。 

 

長井文化振興課長 保有作品は７０点程度、竹内先生の作品と第７回までの大

賞作品等で市が保有しております。価値と言われるとなかなか値段を鑑

定していただいたこともありませんので、現代ガラス展に出された作品

につきましては、出品される際応募される際に、作家さん御本人が、費

用等も考慮して、このぐらいの価値があるであろうという金額は頂いて

おります。竹内先生の作品については、今、保険を加入するときに目安

にしておりますのは、先生が付けられた販売価格を基に保険を掛けてお

りますので、その販売価格が参考になるかと思います。 

 

奥良秀委員 なぜ、点数とか金額を聞いたかというと、やはり、これだけの数
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があるっていうことは、もしかしたら紛失すると大変なことになります

よね。だからその辺、やはりきちんと帳簿等、多分つけられていると思

うんですが、きちんとした管理をしていただきたいためにちょっと聞き

ました。 

 

川地地域振興部長 補足説明です。７８ページの事業費の予算の件ですけど、

山口市と宇部市が、これ非常に経費が高く見積もってありますが、これ

は実はこの実行委員会だけの予算で、今６，１００万円掛かって、実は

山口市さんと宇部市さんで、全体の８割を負担していただいてます。こ

れはなぜかと言いますと、広域連携の関係は、中心市が山口市と宇部市

となりまして、この２市が大体、市の人口割りで２億円ぐらい普通交付

税が入ってきます。私どもこの津和野町を入れて５市町は、特別交付税

で、１，５００万円ぐらいの支援しかありませんので、こういった全体

に関わる事業に関しては、中心市である山口市と宇部市がかなりの費用

を持っていただいて、あとは人口割で応分の負担をしようという形にな

っておりますので、この全体の共通の予算に関してはそういった意味で

すので、御理解いただいて。あとは、令和２年度と３年度で各市町がい

ろんな施策するのについては、それはそれなりの自分たちの予算の中で、

交付金を使いながらやっていくという形になっているので、そうやって

おりますので御理解いただければと思います。 

 

奥良秀委員 言われる意味はもう、大体、山口市と宇部市が核になってってい

うのは分かるんですが、やはりイベントをみんなでやられるんであれば、

やっぱり少しでも山陽小野田市が多いほうがいいじゃないですか。やは

りみんなでやっても費用対効果として山陽小野田のほうが多かったよっ

て言われたほうが、やはり魅力が山口市よりも宇部市よりもあったほう

が私はいいと思ったので、もっと頑張ってほしいなっていう意味で質問

させていただきました。 

 

山田伸幸委員 同じく７８ページの表で気になったのが、本市の負担が４５万



77 

 

６，０００円ですか。この中で重点プログラムの実施事業で、圏域への

訪日外国人旅行者の受入れということで、地域通訳案内士育成とＷｉ－

Ｆｉ等環境整備というのがあります。今いろんな観光地、特に秋吉台周

辺に行けば、いろんなところでＷｉ－Ｆｉスポットがありまして、Ｗｉ

－Ｆｉが使えるんですけれど、山陽小野田市では残念ながら、本当にご

く限られたところでしかＷｉ－Ｆｉは使えません。外国人を呼び寄せよ

うとすれば、どうしてもそこが必要になってくるわけですが、プログラ

ムを実施することで、本市にもそういうＷｉ－Ｆｉのスポットが幾つか

造られるのか、何かその辺どのようになってますか。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 今の重点プログラムの中の訪日外国人旅

行者の受入れ拡大の体制整備につきましては、地域通訳案内士とここの

記載ではＷｉ－Ｆｉ等の環境整備と書いておりますけれども、事務局の

山口市のほうに確認したところ、Ｗｉ－Ｆｉの設置のほうの方向性では

なくて、ＳＩＭカード、実際訪日の方のインバウンドの方が利用されて

いるのが、それで、Ｗｉ－ＦｉのルーターやＳＩＭカードのほうがなか

なか手ごろで、皆さんの御利用が普及が伸びているということで、こち

らのカードのレンタルなり配布なりを検討されていると聞いております

ので、Ｗｉ－Ｆｉの設置ということはちょっとなくなりそうだというこ

とで、今の現状として聞いております。以上です。 

 

山田伸幸委員 ＳＩＭカードがそういうふうな形で使われているのも初めて聞

きまして、それなら別にＷｉ－Ｆｉの環境がなくても、今の通常の携帯

の電波で十分だということになりますよね。それであるなら、この本市

ももっと積極的にやっていけば、いろんなところで活用できるんじゃな

いですか。それは今まで何か導入に向けた研究とかされたんでしょうか。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 ＳＩＭカードの今までの利用の研究とい

うことですけれども、今のところ、本市におきましては過去に研究した

ということは正直ありませんが、この度の県央博覧会の取組を踏まえま
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して、その利用状況とか、皆さんの反応とかも見ながら、今後の検討で

きたらなと思っております。 

 

山田伸幸委員 Ｗｉ－Ｆｉについては、この市庁舎内で導入に向けた何かテス

トとかやったのを見たんですけれど、今後は、ＳＩＭカード導入に向け

た動きに変わっていくのかなというふうに話を聞きながら、このほうが

安上がりになるかなと思うんですけれど、外国人に一様にそれで通用す

るのかどうなのか。だから、どこそこに行けばＳＩＭカードを貸しても

らえますよというような形で案内が今後されていくのでしょうか。そう

いうことであれば、いかがですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 私どもも、この度の県央の博覧会

事業の中で、初めてそのＷｉ－Ｆｉに変わるような形で通信環境を整備

する方法としてＳＩＭカードが使えるというのを知ったばかりです。今

後それが本当に具体的に、どのような形で運用されていくのかというの

ももう少し研究をしていく必要があるかなと思っております。今また５

Ｇうんぬんかんぬんという話もある中で、携帯のキャリアも無制限でど

んどん一定の価格で通信ができるという環境を整えられたり、サービス

も加えられたりしています。そういうふうな状況も踏まえて、どのよう

な形で通信環境をより円滑なものにしていくかというのは、トータルで

考えていきたいなと思っております。 

 

山田伸幸委員 それと同じくその表の中で、広報宣伝プロモーション事業とい

うことで、観光パンフレットはゼロ円になってるんですが、公式ガイド

ブックは４，０００万円ですか、投入されるようになっています。これ

はどういった違いがあるんですかね。ガイドブックと広域のパンフレッ

ト、圏域のパンフレットの違いというのは。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 公式ガイドブックにつきましては、令和

２年度がプレ開催になりますので、そちらの経費ということで認識して
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おります。その上段の圏域パンフレット等の作成につきましては、本開

催のときに制作されるものと認識しております。 

 

笹木慶之委員 まず山口ゆめ回廊という名前が付いておるんですが、場所がか

なり飛んでますよね。山口、宇部、ほかのとこは別として、山陽小野田。

これの回廊の交通手段というのは、新しい何かを設けられるんですか。

それとも勝手に動けという回廊ですか。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 これは、博覧会のコンセプトとい

いますか、七つの市町、七つの地域が一緒になってそれぞれ多彩な催し

物をやっていこうと、いろんな地域の個性を出したものにしていこうと

いうイメージの中での回廊というふうなこと。七つの地域をそれぞれの

地域の個性をしっかりつないでいきましょうよっていうひとつのデザイ

ンですので、具体的にルートなどを整備していくという事業ではありま

せん。 

 

川地地域振興部長 実は、実行委員会の中で、交通機関をどうするのかってい

うのは話し合われてます。実際に笹木委員言われますように、この７市

町の中で、どのようにして交通機関をやれば、あるいは充実したらより

効果が得られて人が来られるのかっていうのは協議いたしておりますの

で、これはもうちょっとしばらく、この実行委員会の中で、多分協議を

されて充実されていくのではないかと考えております。 

 

笹木慶之委員 それで申し上げておきたいのは、宇部は宇部空港があって、ぽ

んと飛んでくれば、これはすぐ出ると。山口は新幹線のさくらが多く止

まるようになったということで、非常に出入りしやすいんですよね。と

ころが、我がまちは、やっぱり新幹線が窓口となろうと思うんですが、

やっぱり遠距離の部分はちょっと不便ですよね。ということがあるので、

これを機会にその辺りを積極的にアプローチしてほしいと思うし、それ

から、宇部空港は本当に近いですよね。だからその近さを利用した車の
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アクセスというか、バスか何か分かりませんが、やっぱりこれをしっか

り中で協議いただきたいと思いますので、やっぱり予算の中で全く計上

されてないので、本当寂しいなという気がするんです。どうしても真ん

中が中心になりますからね。だから、必ずや何がしらの手を打ってほし

いと思います。これを要望しておきます。それから、先ほどの８２ペー

ジの庁用器具９５５万円、１０台ということで、一台は約１００万円で

すよね。かなりいいものだと思いますが、これはどのような調達をされ

るんでしょうか。既製品ですか。 

 

長井文化振興課長 １０台は全く同じものではなく、１台は不二輸送機ホール

に設置を考えておりますので、少しいいものを考えております。残りの

９台、市内の施設に置きます９台は同じものを考えておりますが、不二

輸送機ホールに設置を考えておりますのは、作品を１台入れられるぐら

いの、萩美術館ほどいいものにはなりませんけれども、あれがもっと小

型になったものでケースに入ったものを考えております。残りの９個に

つきましては、いろいろと探しておりますけれども、なかなか既製品で、

こちらがイメージしておりますものがないものですから、既製品に少し

手を入れて発注するようになろうかと思っておりますが、合板のアクリ

ルケース又はガラスのケースで蓋をするようなケースを考えております。 

 

笹木慶之委員 先ほど奥委員が聞いたことは、多分この辺りのことだったんだ

ろうと思うんだけど、先生方が作られた作品の価値がやっぱりもしくは

失ったときのことなどを思いながら、やっぱりいいものがいいものに飾

らないと見栄えがしませんわね。ということは、今まで大体聞いて分か

りました。あとは、中でしっかりやってもらいたいと思います。それか

らもう一つは、８４ページの看板設置。これ、約１００万円組んであり

ますが、これは、何台作るんですか。１台ですか。 

 

長井文化振興課長 看板は 1 台です。 
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笹木慶之委員 場所はどこですか。設置は。 

 

長井文化振興課長 未来館の入り口に設置を考えております。 

 

笹木慶之委員 はい、分かりました。 

 

奥良秀委員 看板の件が出たんで補足でお願いしたいことがあるんですが、ガ

ラス未来館の前の県道だと思うんですが、毎年、雨が多いときに、アス

ファルトの陥没であったりとか、要はがたがたができていると。多分見

られていますよね。ガラス未来館、多分しょっちゅう行かれていると思

うんで。だから、もし知らなければ、よく見ていただいて、もう、しょ

っちゅうそういうふうなところがありますので、やはりこういうふうに

メーンのイベントをされるんであれば、そういったところもやっぱり見

た目もやっぱガラスなんで、一番大事だと思いますので、その辺はよく

見られて検討されたほうがいいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

長井文化振興課長 今御指摘いただいた道路の事情につきましては、ちょっと

把握しておりませんでしたので、また現地の確認等にも行き、未来館の

スタッフにも確認して、きちんと整備してもらえるようにしたいと思い

ます。ありがとうございます。 

 

山田伸幸委員 ７市町、全部回ろうかと思ったら、とてもじゃないですけど、

公共交通機関というのはほとんど不可能ではないかなと。現実的なのは、

やはりレンタカーを活用していただくようになろうかと思うんですよね。

もしくは御自分の車で来られるとか。外国の方であれば、レンタカーを

活用していただくことで７市町の訪問ができるようにと思いますけれど、

その辺では何か活用方法について検討されてきたんでしょうか。 

 

川地地域振興部長 レンタカーにつきましても、実はもう実行委員会の中で有

効活用していこうというふうには今、協議は進んでおります。７市町に
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ついて、どういう会場でどういうものをするのか、チラシをレンタカー

に置いていこうとか、そういった議論が進んでおります。それともう１

点は、あとは、これは期間がもう決まっておりますので、いろんな全国

に対してツアーを組んで、それでいろいろなお客さんから山口県のこの

広域に来てもらおうという企画も組みつつあります。 

 

長谷川知司委員 この看板の材質は何ですか。 

 

長井文化振興課長 看板は、表示面はアルミ平版アルマイト仕上げとなってお

ります。支柱はアルミ押し出し型材でアルマイト仕上げとカタログのほ

うではなっております。 

 

長谷川知司委員 海のそばということで潮風が相当強いですから、防しょくに

気を付けてください。それから先ほど笹木委員が言われました付加価値

を付けるために、きららガラス未来館。これ設計は、今、有名な隈研吾

さんです。ちょうどはやる前の２０年近く前に造っていただきました。

私専門ですので分かるんですが、ひさしの軽さ、それから中の天井、そ

れから皆さんは行かれてないと思いますけど、海側のほうからの縦のブ

ラインドがすごくきれいなんですね。ああいうものを見せる。そういう

ようにして、きららガラス未来館に誘導すればいいと思うんですね。今

ちょうど、オリンピックがある競技場を造られた方ですから、それとま

たソルポニエンテも同じように隈研吾さんです。そういうふうに、それ

とタイアップして、その建物の案内、そういうものをパネル化すること

ができるかどうか。そしてまた、小野田ガラスにいらっしゃる西川慎さ

ん。この方は、隈研吾さんとコラボして、海外ですごくいいホテルの内

装をされてます。これも見応えある作品ですので、そういうものもパネ

ル化して、付加価値としてきららガラス館に来れば、隈研吾さんの作品

とソルポニエンテ、そしてまた西川慎さんの作品もあると。そして食事

もできるというような付加価値で、是非そういう案内を作ってもらいた

いと思います。そうすることによって、専門家だけでなく、オリンピッ
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クとかに興味ある人もやっぱり見に来られると思いますので、そういう

ことも考えられたらと思います。 

 

河野朋子分科会長 今のは意見として受け止めてください。 

 

山田伸幸委員 入り口の看板はいいんですけど。山陽小野田市に入る前から、

こちらに行けばこの施設がありますよという案内が非常に弱いんじゃな

いかなと思いますが、宇部方面から来れば、空港で降りてから、山陽小

野田市のガラス未来館とか、今言われたソルポニエンテ、これは民間施

設ですから市が宣伝するわけにいきませんけど、竜王山だとか花の海方

面とか、そういうふうな案内が今すごく弱いと思ってるんですけれど、

いかがでしょうか。 

 

川地地域振興部長 委員のおっしゃるとおりで、なかなか山陽小野田市、元の

サインの在り方ですとか、その付けている場所とか、なかなか市内中心

で市外向けになってないというものもあります。今現在、シティセール

ス課のほうで看板がどこにあったらいいのかとか、どういう形で、例え

ば統一した看板を作っていこうかとか、あとは道路案内標識をどのよう

にしていこうかというサイン計画からちょっと作っていこうかなと思っ

てます。ただこれ、やはり若干時間が掛かりますけども、そういった形

でいろいろ効果的なサインを作って、市外、県外からの方々を呼び込ん

でいこうかというふうに考えておる次第です。ちなみに、モデルケース

として先進的に既にくぐり岩につきましては看板を２枚、県道のほうに

付けて…すいません、３枚ですね、公園に今、案内誘導いたしておる次

第です。 

 

山田伸幸委員 ８８ページの関連事業一覧からして、プレ博覧会が、今年の７

月になるんですよね。それに間に合うんですか。今のサイン計画という

のは、いかがですか。 
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川地地域振興部長 サイン計画はすいません、ちょっととてもじゃないですが

間に合いそうにはありません。ただ、きららガラス未来館の場所がやは

り分かりにくいと。今も設置看板がありますけども、非常に道路から見

て分かりにくいというのがありましたので、看板についてはこのゆめ回

廊に先駆けて作っていこうという次第です。 

 

山田伸幸委員 市内でもガラス未来館があそこにあるというのを知らない市民

がたくさんおられると思います。特に山陽地区の方はほとんどなじみが

ありません。（発言する者あり）いや、ほとんど御存じないですよ。やは

り、誰が見ても、ここにあるよということが分かるようでないといけな

いと思います。そういった市内の観光地図の中にはっきりと分かるよう

なことが必要ではないかなと思いますので、その点での配慮が今後され

るのかどうなのか、その点をお答えください。 

 

川地地域振興部長 観光マップにつきましては、きららガラス未来館の案内は

されておると思いますが、やはりなかなか現地が分かりにくいのがあり

ましたので、今年度、ちゃんと看板を付けて、分かりやすいようにやっ

ていこうという次第です。 

 

伊場勇副分科会長 ７９ページなんですけども、事業概要のところで山口ゆめ

散歩については、ガラス、書道、かるた、まち歩きを中心に体験プログ

ラムって。まち歩き、ガラス、かるたは何となく分かるんですけども、

ここに書道が入っていますが、どういったことをするのか、なぜ入れた

のか教えてください。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 書道につきましては、今回のゆめ回廊博

覧会につきまして、テーマがアートということになっております。この

プログラムを造成するコンダクターの事業者にヒアリングを各市町して

おりまして、各市町どういった素材があるかっていうのは、一旦洗い出

しているような状況にありますので、本市におきましても、ガラスやか
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るたっていうのは皆さんもそうだなっていうふうにすぐに思っていただ

けるかなと思うんですけれども、書道につきましても、いろいろですね

活躍されている方が市内でいらっしゃいますし、実際ガラスのほうと、

コラボされて、イベント等されていらっしゃる書道家の方もいらっしゃ

います。そういったことを見ていただいたときに、こういったものもい

いんじゃないかっていうところでこの土俵に上がってきているというと

ころです。あとは実際、書道家の方とか、それぞれの作家の方とかと調

整する中で、よりよいものができ、利用に検討していきたいなというと

ころで挙げている次第です。 

 

山田伸幸委員 今の書道でいえば、後で聞こうかと思ってたんですが、いろん

な、今、イベントといいますかショッピングセンターなんかで、自らの

書で、パフォーマンスなんかをやっておられる方もいらっしゃるんです

よね。それとかレノファの、これ今年は違うかな、去年は、廣石さんと

いう方が作られておりますが、この方の書というのはやっぱり、いわゆ

る書道とまたちょっと違った立派な作品を書かれておりますけれど、そ

ういった方の活躍の場がなかなかないんじゃないかなと思っていますが、

ここに書かれたということはそういった、ほかの方も含めて書道にも注

目をしていく、何らかの書を書いていただいて目立つように、魅力アッ

プのための素材の一つとして、そういった方の作品も展示しますよとい

うことなんでしょうか。それとも別の活用の仕方を考えておられるんで

しょうか。 

 

原野シティセールス課観光振興係長 実際、今委員さんおっしゃられました廣

石さん、こちらにつきましては、実際レノファの横断幕を作成されて実

際の御本人がそういったデザイン書道を教えていただくような体験とか

も実際に行われています。実際御本人にもこういった県央連携の話とか

も情報提供させていただいているところでして、今後、実行委員会のコ

ンダクターのほうと先ほども申し上げたように相手方の作家さんとかで

もお話する中で、具体的にいいものがブラッシュアップできたものが、
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実際この博覧会の体験プログラムでできるように、調整をさせていただ

けたらなというふうに進めてまいりたいと思っております。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか。それでは、17 番まで終わりましたので、

19 番の事業。 

 

吉井地域振興部次長兼シティセールス課長 ９７ページを御覧ください。審査

事業 19 番、パラサイクリングのまちＰＲ事業について御説明します。 

まず、事業の概要です。東京２０２０パラリンピック開催までに、市民

等がパラサイクリングを応援する機運を最大限に高めるため、市内の

様々な場所や機会を捉え、集中的にＰＲを行うものであります。次に指

標ですが、下の妥当性、有効性、効率性については、重点プロジェクト

該当事業等ということで３５点の評価となっております。９８ページに

は予算を記載しておりますが、支出の内訳としては、講師謝礼９万

７，０００円、普通旅費２４万３，０００円、消耗品費５２万７，０００

円、印刷製本費１５万円、スポーツ教室委託料５０万円、デザイン委託

料１０万円、会場借上料１１万円、著作権使用料１万円です。財源とし

ましては、全額ふるさと支援基金繰入金を充当しております。９９ペー

ジには、事業の内容を記載しております。事業の内容は、①ＰＲの実施

として、ポスターの作成や出前講座・巡回展示の実施、②壮行会や報告

会の開催として、横断幕作成や花束等の贈呈、③講演会の開催として、

聖火リレーのランナーであるパラサイクリング日本ナショナルチームの

権丈監督を講師とする講演会の開催、④職員派遣として、大会会場へ情

報収集と発信のための職員の派遣等を予定しております。以上です。 

 

河野朋子分科会長 それでは質疑を受けます。 

 

中岡英二委員 以前、パラサイクリングの選手の方が載ったうちわを作られて

ますよね。その活用は、この度も考えておりますか。 
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中村シティセールス課地域政策係長 今年度の事業でタンデム自転車の体験試

乗会をやりまして、そちらの参加者とか、あと交流事業に参加してくだ

さった方に配布する目的でうちわを制作しました。来年度につきまして

も、パラリンピック本番までに応援する機運をますます高めていくとい

うこともありますので、そういったＰＲのグッズを作成するようなこと

も考えております。 

 

山田伸幸委員 パラリンピック開催日程がそこに書いてありますけれど、これ

は見ると職員だけが行くという予算になってるんですが、もっと幅広く

応援される方を募るとか、そういうことは考えておられないですか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 今年度パラリンピックの本番ということ

で、どのようにしたら市民の方に情報とかが届けられるかっていうのを

いろいろ考えました。その中で当初、パブリックビューイングというよ

うなことも考えておりましたけれども、現段階で、どの選手がどの競技

の代表として選出されるかというのが、まだ分かりません。実際分かる

のが６月になります。それと、パブリックビューイングというのは、放

送されないと当然放映ができないということがありまして、そういった

ところの制約がまずあります。それから大きい会場でやったとしても二、

三百人程度の規模が限界かなと思っておりますので、一番こう多く市民

の方、市外の方も含めて情報発信ができるのが職員派遣をして、リアル

タイムな情報を市なり市内外に届けるっていうのが、最大限皆さんに情

報を伝えられる手段なのかなということで、このような事業立てにさせ

ていただいたところです。 

 

原田シティセールス課課長補佐 それと、先ほどおっしゃられたような希望を

募るというやり方もあるのかもしれないんですが、やはりパラリンピッ

クもチケット販売の規制等があり、個人しか買えなかったりしますので、

まとめて旅行団体がオフィシャルスポンサーになられて買われておれば

あるんでしょうが、そこまでは、大変申し訳ないですが、この辺りでは
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やってないということで、企画をしておりません。 

 

笹木慶之委員 ちょっとよく分からないので教えてもらいたいんですが、例え

ば壮行会とか、それから、あとの合宿また報告会、いわゆる交流会での

来訪とか、場所はどこでやられるつもりですか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 壮行会につきましては、現段階では合宿

中に行うことを想定しておりますのでオートレース場になるか、それか

より多くの市民の方にということであれば、例えばサンパークをお借り

してというようなことも一つにはちょっと考えております。まだちょっ

と決定には至っておりません。それから報告会につきましては、先ほど

ハロウィンの事業の中で少し触れたかと思いますが、より多くの市民な

いし、市内外の方に御報告ということで、ハロウィンの場をお借りして、

報告会を盛大にしたりっていうことも考えております。 

 

笹木慶之委員 私がお願いしたいことは、せっかくですから、こじんまりやる

んではなしに、やっぱ盛大に送ってあげてほしいと思うし、帰られたら

やっぱりそれを受けて、やっぱりきちっとした報告会をしてもらって、

多くの人に知ってもらうというね、やっぱそこまでつないでほしいと思

うんですよね。しっかりやっていただきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 聞きたいんですけど、率直のところ、世界の中での今の日本チ

ームの置かれているポジションというのは、どの辺りになってるんでし

ょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 ポジションというのは、すいません、メ

ダルが取れそうかとかそういった意味ですか。(「はい」と呼ぶ者あり)

まず代表に選出された上でっていうのがもちろんありますけれども、１

月でしたか、カナダで行われました世界の大会のほうでも上位入賞を果

たされていらっしゃいますので、その前後の大会でもメダルを取られた
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ようなことも聞いておりますので、代表選出された暁には、上位入賞さ

れるのではないかと期待はしております。 

 

中岡英二委員 ＰＲ用の横断幕を設置するとありますが、これはオートレース

場、厚狭駅、小野田駅、市役所にも付いていますが、是非ですね、市役

所、左の一番上に付いているじゃないですか、今。目立たないですね。

もっと下に下して目立つようなところに変えていただきたいなと思いま

す。それともう一つ、盛大にやるのでは、商業施設のサンパークにもお

願いして、どっか付けるところはないかという、そういうお願いもして

いただければと思います。せっかくですので大々的にやってください。 

 

河野朋子分科会長 検討してください。よろしいですか。次の事業に移ります。

20 番の事業です。 

 

舩林シティセールス課市民館長 審査対象事業 20 番、市民館改修本事業につ

いて説明をします。審査資料１０１から１０３ページを御覧ください。

市民館改修工事が、この度完了し、令和２年度から、リニューアルオー

プンとなることに伴いまして、市民や地域住民の方々に新しくなった客

席やロビー、エレベーターなどを御覧いただきまして市民館に親しみを

感じていただき、今後の利用促進につなげるとともに、芸術文化に親し

んでいただきまして文化によるまちづくりの推進を図るために、市民館

改修オープニング事業を実施したいと思っております。資料の妥当性、

有効性、効率性の評価につきましては３３点となっております。予算に

つきましては１０２ページを御覧ください。今年度の事業を推進するに

当たりまして報奨金２万円、消耗品費２万円、食糧費２万円、通信運搬

費１万円、手数料２万円、業務委託料が９５万円、著作物著作権使用料

３万円、合計１０７万円です。収入につきましては、入場料収入３５万

円を見込んでおりまして、一般財源７２万円を見込んでおります。事業

の内容につきましては、１０３ページを御覧ください。イベントは、文

化ホールのコンサート、それからロビーなどの展示コーナー、体育ホー
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ルのスポーツ体験コーナーということで考えております。文化ホールの

記念コンサートは、バイオリン、チェロ、フルート、ピアノによるコン

サート、これに市内在住のソプラノ歌手３名を参加していただきまして、

子供から大人まで楽しんでいただける演奏会にしたいと考えております。

ロビーにつきましては、地域の方々の作品展示を中心とした展示会、体

育ホールにおいては、どなたでも参加できるスポーツ体験コーナーなど

を企画しまして、当日たくさんの方に市民館にお越しいただいて、楽し

んでいただけるような１日にしたいと思っております。以上で説明を終

わります。御審査よろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 はい、説明が終わりました。質疑を受けます。 

 

山田伸幸委員 実際に市民館の中に、私たちが中に入って見れるのはいつから

なんでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 ４月１日からオープンの予定にしておりまし

て、ホールのほうについては、貸し館が入ってなければ、お声を掛けい

ただければ、見ていただくことは可能です。 

 

笹木慶之委員 基本的なことをお尋ねしますが、なぜ市民館の改修だけオープ

ニング事業を行うんですか。まずお伺いします。 

 

舩林シティセールス課市民館長 市民館につきましては、この度、耐震改修工

事２年間の休館をしておって、市民の方に大変御迷惑をお掛けしたとい

うことがまず一つあります。それから、文化ホールを有する文化施設で

すので、文化ホールを改修した際には、こういった事業を行うというこ

とは一般的であろうかと思っております。 

 

笹木慶之委員 午前中の審議でもありましたが、埴生にも公民館ができます。

学校はいいんですが、それらと比較して、なぜということを思われませ
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んでしたか。笑いごとではないですよ。 

 

川地地域振興部長 市民館の設置目的ですけども、市民館は先ほど館長が申し

上げましたように、市民の福祉の向上を図る公共施設であるということ

です。そのために今回耐震化して、新たに文化ホールの客席を全てちょ

っとやり替えさせていただいております。ここは、自主文化の事業もや

るようになっておりますので、自主文化事業の一環として、こういった

事業をやると。それに関しましては、このオープニングということもひ

っくるめて、せっかくですからリニューアルという名前を付けさせてい

ただいて、自主文化事業をやらせていただくということです。決してで

すから、他の公民館との比較ということは、申し訳ございませんが私ど

もは考えておりません。 

 

笹木慶之委員 かつて本市が、発足する前はちょっと別として、以後ずっとい

ろんな施設ができました。複合施設もできました。それから、理大もあ

れだけのものができて、いわゆる全国ネットでＰＲしなくちゃならんと

いうふうなことも含めてありましたが、やはり前提論はきちっとしたオ

ープンセレモニーはされるけれども、やはりこういったものの予算は付

けて実行したことがありません。だから、それらを参酌して、やっぱり

その辺りの理由づけがはっきりしないんですよね。これ、今日たまたま

持ってきましたけど、実は複合施設ができたときです。実は当時やっぱ

り会館のお披露目をしてほしいと。それこそ公民館もしばらく使えませ

んでしたし、いろんなことがありましたからね。ですが、市はできない

ということですから、我々自治会協議会が、イベントをやったんです。

そういう背景も実はあること御存じですかね。これがそのときに、我々

が作ったタオルです。「待っていました」かな、「待っちょったよ」かな、

ということで、我々が手作りで、そして、市の職員、市長にも来てもら

って、一緒にお祝いをした。立派な祭りであったと思います。というふ

うなことも、やっぱり全部調べた上でされたんかなというのはどうも納

得できませんでしたからね。だから、やはりこういったものについては
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不自由を掛けておるのはどこも一緒だと思うんですよ。ですが、それは

文化会館を使ったりほかのところを使って、やっぱり諸行事をしておら

れるわけです。やっぱりこれなぜかって皆さん首をかしげるんじゃない

ですか。と思いますけど、いかがですかね。 

 

河野朋子分科会長 今の質問ですか。何ですか。意見ですか。 

 

笹木慶之委員 いやいや、今聞きよる。おかしいですか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 他の施設のことに思いが至らなかったことは、

確かにそのとおりかもしれません。すいません。誠に申し訳なく思いま

すが、市民館に関しては、とにかく２年間、休館して、いろんなところ

に、市民の方、文化団体もそうですし、公民館の利用者の方もいろんな

ところに行って利用されて、本当に御不便をお掛けした。２年間使えな

いということは非常にやっぱり大きいことであったという思いがありま

したので、やはりここで、せっかく文化ホールが新しくなる、客席もき

れいになることですから、ここで誰でも希望すれば見れるコンサートっ

ていうことを行うことが、市としての気持ち、市民の気持ちに応えるこ

とであろうかと思って、この事業を計画いたしました。 

 

山田伸幸委員 いわゆるこういったイベントホールの場合は、こけら落としっ

ていう位置づけでやりますよね。そういった意味合いがあるんじゃない

かなと思ったんですが、この講演をされるのは、これプロフェッショナ

ルの方がやられるんでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 バイオリン、チェロ、フルート、ピアノの４

名の方は、国内で活躍してらっしゃるプロの演奏家の方です。ソプラノ

歌手３名の方は市内で御活躍されてる方です。 

 

中岡英二委員 市民館の改修オープン事業に直接関わらないんですが、運営資
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金のための有効な、また企業の宣伝にもつながるネーミングライツ、そ

の辺のことは将来考えておられますか。 

 

川地地域振興部長 ネーミングライツ事業につきましては、全庁的にこれ考え

ていかなきゃなりません。ちょっとまだ今方向性がちょっと、まだ出て

ない。先導的、モデル的に文化会館をやりましたけれども、庁内の中で、

どこやっていこうかというのもありますので、その辺の協議を踏まえな

がら、私どももやれるもんであれば積極的に考えていきたいなと思って

おる次第です。 

 

山田伸幸委員 この市民館文化ホールというのと、文化会館というのは非常に

紛らわしい。私も何度か参加したときに、どなたか１人ぐらいは会場間

違えて行ったという方がいらっしゃるんですよ。そういった意味で、明

確に文化会館厚狭駅前とか書かなくても分かるような、そういった名称

づけが必要ではないかなというふうに思うんですが、苦情がまだ行って

るんじゃないですか。その辺はいかがですか。 

 

河野朋子分科会長 今は不二輸送機ホールになってるんですが、最近どうです

か。 

 

長井文化振興課長 不二輸送機ホールの名前が今定着してきておりますので、

場所がどこにあるんですかという問合せはありますけれども、市民館と

間違ってっていうような声は、私たちのほうには入ってきておりません。 

 

奥良秀委員 開催予定日が６月１４日になってるんですが、これ使用されるの

が今館長のほうが４月１日から使えますよっていう話なんですが、この

タイムラグはどういった理由でしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 この度、予算が通過いたしましたら、本格的

に準備をしなければいけませんので、その準備のための時間が必要です
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ので、一番早くても６月中旬ということでこの日を設定しております。 

 

奥良秀委員 ということは、完成間近というか、もう計画はつい最近できたと

いうことでよろしいでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 計画自体は、実施計画に挙げるのはもう昨年

の夏頃ですから、その頃からずっと計画はしておって少しずつ下話をし

ておる段階ではあります。 

 

奥良秀委員 ということは、もう去年の夏ぐらいから、こういうふうなお話は

あったということで、これ確認ですけど、よろしいですね。 

 

舩林シティセールス課市民館長 はい、実施計画に挙げたのが、昨年の８月と

かなので、そのときに挙げております。 

 

奥良秀委員 ある団体の方から、こういうふうな行事を自主的にというか、４

月１日にやりたいというお話があったかどうか、確認されてるかどうか。

どうでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 ４月１日に貸し館でされたいということで話

が進んでおったんですけれども、ちょっと今のコロナの状況でキャンセ

ルなさいましたが、そういったお話もお聞きをいたしております。 

 

奥良秀委員 話が４月１日、市民の団体からやりたいという話があったけど、

今回は、市が主催として６月の１４日にやられるという流れになったっ

ていうことで、よろしいんですかね。 

 

河野朋子分科会長 ちょっと話が分かりませんけど。 

 

川地地域振興部長 実は公共的団体の皆さん方から、そういうお話ありました
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が、ただ、今、館長が申し上げましたように、市として本日お話しした

ように、実際私どももこういった計画を持っておりますと。４月１日に

一緒にできないかという話もちょっとありましたけれども、私どももや

っぱり予算というものがありますので、なかなか４月１日には難しいと

いうこともお話をさせていただいた中で、では４月１日に、そういった

公共的団体の皆様方がやっていこうという話もあったんで、実際にもう

許可も出しとったんですが、コロナの感染症の関係で、ちょうど今回キ

ャンセルになったということです。 

 

奥良秀委員 先ほど来からいろいろな方に迷惑を掛けて、工事もいろいろとあ

りましたので、そのためにこういうことをやられるっていうことがあっ

たので、なるべく仲良くという意味じゃないですけど、角が立たないよ

うにしていただきたいなと思います。前例がないことなので、やはり市

民の方から、特にこれは今、施設でいえば山陽小野田市なんですが、地

域別で言ってしまえば、旧小野田市なんですよね。余りやはり旧山陽町

のほうから見てみると、やっぱり温度差が出てくるのかなというところ

もありますので、かなりデリケートな問題もあると思いますので、その

辺はよく考えられてやっていただきたいと思いますし、市長の施政方針

のときに、選択と集中であったりとか、今日の審議の中でも、財政状態

が厳しいっていう状況の総務のほうからの話の中でも、やはりこの金額

っていうのは１００万円っていうのが、かなりどうなのかなと。財政状

態が厳しい中で、こういうふうなお祭り事をされるのが、私としていい

ものかどうなのかっていうのがありまして、この公演業務委託料９５万

円っていうのが、実際問題であれば、これ市民のための市民館だと私は

思ってるんですが、であるんであれば、やはりいろんな、例えば、小学

校、中学校、高校いろんなブラスバンドとかそういうところがあると思

うんですが、そういった方たちのほうが市民受けというか、一個段が下

がって皆さんが来やすいんじゃないかなと思いますし、入場料が要は高

校生以上１，０００円取られるということで、どうなのかなっていうの

はあるんですが、この辺の協議っていうのは、もちろんされて出してい
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ると思うんですが、市民感覚から見た場合、誰もが参加しやすいのかな

っていうのは考えられましたか。 

 

河野朋子分科会長 入場料の件ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）入場料の件は

どのように。 

 

舩林シティセールス課市民館長 入場料につきましては、無料で入っていただ

くことがベストとは思います、市民の側からするとですね。今回このイ

ベントにしましたのは、ちょっとジャンルを特定したくないという気持

ちがありまして、例えば今おっしゃられました小学生、中学生の吹奏楽

ということであると吹奏楽の好みの方は来られるかもしれませんが、地

域の方、御老人の方、子供が来るかというと、なかなかそうもならない

かもしれないというところもあったりして、どなたでも楽しんでいただ

けるっていうのはどういうものなんだろうかっていうところから考えを

スタートしました。この構成であれば、こちらからのリクエストに応じ

て、クラシックからジャズであったり、いろんな曲をこちらからのリク

エストに応じた形でしていただけるということでお願いをしたところで

す。プロですので、お値段的には、多少、非常に高いというわけではな

いんですけれども、お支払をしなければいけませんので、それを全部た

だっていうわけにはいかないので、やはり負担といいますか、そういっ

たことで、１，０００円の入場料は致し方ないところかなと思っており

ます。 

 

奥良秀委員 なら、最初からプロありきということで、市内在住のアマチュア

の方とか、そういった方っていうのは考えなかったということでよろし

いでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 そういうわけでは決してございませんが、い

ろんなことを考えた後に、最終的にこれがいいのではないかと思い至り

ましたということです。 
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奥良秀委員 やはり９５万円っていうのが、財政状態のことを考えられたとき

に、どうかなっていう疑問っていうのはなかったでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 実施計画ですので、実はこれ３年ぐらい前か

ら、中身は違いますが、オープンのときには何かイベントができたらと

いうことで考えておりました。当初は、実は３００万円とかいう予算を

考えておったんですけども、それは余りにも無理があるというか、現実

的でないということで、支出ベースで１００万円、３５万円の入場料と

いうところに落ちついたというところです。 

 

川地地域振興部長 金額の件ですけども、先ほどからずっと財政状況のことも

ありますんで、本当は、もっと有名な方っていいますかね、もっとその

レベルの高い方を呼ぶと３００万円、４００万円ぐらいになるんだろう

ということで、最初はその辺から検討してきましたけれども、やはり幾

らこけら落としといえども、余りにも高額の金額はちょっと難しいんじ

ゃないかということで、これはもう部内の中で金額を調整して、そこか

ら実施計画に持っていったという経緯もありますので、その辺は十分に

私どもは調整を内部でしたつもりです。また今後これがまた一つのベー

スになってくるだろうと思いますけども、やっぱり全体的に、委員さん

から御指摘いただいたことにつきましては、また庁内でちょっと統一し

た理解をすべきだろうと思ってます。これはまた持ち帰ってまたお話を

させていただこうと考えております。 

 

笹木慶之委員 あえてもう１回言っておきますが、先ほど説明が口頭であった

事項と、この趣旨が違うんですよね。説明は、今まで御不便を掛けたか

らというふうなことを言われましたが、趣旨には全くそんなことは書い

てありません。どっちが本当なのかということですよね。これは工事が

できて、そして市民に新しくなった文化ホールなどを見ていただいてと

書いてある。だけど先ほど説明では、２年にわたって御不便掛けたと、
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公民館活動もどうだこうだというふうに言われました。違うじゃないで

すか。それも含めてですよ。そして今、奥委員も言ったように、今の時

局の中で、流れてきたものを何でここに温度差を付けるのかと。やるな

ら違う方法がまたあるじゃないですか。こういったタイトルの中でやら

なくてもですね。それから、やっぱりここは、小野田地区の市民館って

いうか、地域の利活用もあるということも事実問題ですね。例えば、埴

生や厚狭の人はここに来て、そういったことは使えませんよね。そうい

った目的では。ほかのところもそうだと思います。そういったことを含

めて考えたときに、全く切り離して考えられない。ダブってるところが

あるから言ってるんですよ。地域性がダブってるから、そういったこと

に対する感情が出てくるよということを言ってるわけ。ということを含

めて、今、川地部長が言われたように協議をするということですから、

協議してください。お願いします。 

 

河野朋子分科会長 意見ということで、もう答弁はいいと思います。 

 

長谷川知司委員 これ提案なんですが、今まで小野田市民館、山陽小野田市民

館文化ホールっていう言葉使ってまして、この経緯っていうのは、この

建物ができたときに先に体育ホールができてたんですね。それを何年か

使って、後に文化ホールができたために、体育ホール、文化ホールとい

う使い方をしてるわけなんです。この際、この使い方をやめて市民館だ

けにして、文化ホールという名前を使わないようにすれば、文化ホール

と文化会館との間違わないと思うんですよね。ですから今後は、市民館

といえば、もうそれだけでいいと思うんです。あえて付けるんであれば

もう体育ホールを使うときだけ市民館体育ホールと付ければいいと思う

ので、これは一つ提案ということで、今後改修したので、その際にもう

文化ホールという言葉は使わないで、どうかっていうのをちょっと検討

していただければ、市民は間違いにくいんじゃないかと思いますが。 

 

河野朋子分科会長 今そういった意見もありましたので、意見がいろいろ出て
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おりまして、いろいろ今回のオープニング事業について、意見が様々出

ましたので、一応受け止めておいていただきたいと思いますけども、こ

れ以上の答弁は繰返しになると思いますので。それでは今、20 番まで終

わりましたので、ページに入りたいと思います。予算書の８０、８１、

８６、８７ページについて質疑を受けますので、お願いします。８０、

８１ページ、広報だけですね。８０、８１ページと８６、８７ページの

ところで質疑を受けます。事業でほとんどやっておりますので、ここは

ほとんどくまなくやっておりますので、いいですか。 

 

山田伸幸委員 先ほどまでの事業の中にはあんまり出てこなかったことで、ふ

るさと支援基金積立金ということで、ふるさと納税の関係だと思うんで

すが、１億３，０００万円ほど計上されております。今年度の実績を鑑

みてこの金額だと思うんですけど、これ大きく増やしていこうとかいう

そういう取組の考えはないんですか。いかがですか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 今年度、令和元年度につきましては、当

初予算８，０００万円で、補正をさせていただいて９，５００万円とい

う現状です。令和２年度につきましては、ウエブサイトのほうを増やす

とか、あとその他商品を新たに開発するというような取組を想定して増

やした中での１億３，０００万円という予算を組ませていただいており

ます。 

 

山田伸幸委員 これは昨年末ぐらいに急に利用が増えたと思うんですけど、い

まだに年が明けてもそういう勢いが続いてるんでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 毎年の全国的な傾向としまして、１２月

がやはり駆け込みで寄附される方が多くて、本当１２月には、昨年度１

年分を超える御寄附を頂いたところなんですけれども、毎年の傾向とし

て、年が明けるとぱたっとその流れがやんでまいります。ただその中で

も、昨年度に比べまして、１月分につきましても４倍程度、２月につき
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ましても２倍以上の御寄附を頂いておりますので、年間の件数からする

と、やはり年明けは少ないんですけれども、昨年度と比較しますとやは

り増えているっていうような傾向です。 

 

山田伸幸委員 希望される商品というのは、プラスチック製品がやっぱり相変

わらず多いんでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 全体的な傾向としてはそんなに変わって

おりませんので、そういった衣装ケースも相変わらず出ておりますけれ

ども、ふぐが、３月までの冬季限定のようなものですので、最近は締切

り間近ということもありまして、ふぐが少し件数が出ておるかなと思っ

ております。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか。ふるさと支援基金。８６、８７ページが

なければ、９８ページから１１３ページ。文化振興、先ほどの事業とも

重なっております。市民館費も入ります。 

 

伊場勇副分科会長 １０１ページの委託料のところで、公演業務委託料とあり

ますが、先ほどのオープンイベントプラス何を考えていらっしゃるのか

なと思って。１０１ページの１３節委託料、公演業務委託料１８０万円

ですね。 

 

長井文化振興課長 １８０万円、文化振興課の公演業務委託料です。これは、

例年開催しております山響のサマーコンサートや、市内の小学校６年生

の鑑賞会である子供文化ふれあい、それから、市民の皆様にいろいろな

芸術に触れていただく芸術文化鑑賞事業。それと、来年度はかるたフォ

ーラムの開催を計画しております。 

 

伊場勇副分科会長 すいません、場所が違ったようですけど、そのかるたフォ

ーラムだけ新しい事業として、後は、もう続けていらっしゃるものって
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ことですか。 

 

長井文化振興課長 そのとおりです。 

 

河野朋子分科会長 ほかに。１１３ページまであります。きららガラス未来館

もあります。 

 

伊場勇副分科会長 市民館のほうで１０３ページですね、委託料で害虫駆除っ

てあるんですけど、あんまりこれ出てこない部分であるんですけど、市

民館は害虫がそんなに出るんですか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 害虫といいますのは、ゴキブリ、ねずみ等が

出ますので、バルサン等で害虫駆除を行いたいと思っております。 

 

山田伸幸委員 市民館で、私は以前、主催者でやったときに非常に悪い思い出

がありまして。というのは、裏に縦長のシャッターがあって、それが外

の風が強くてガタガタ揺れて、これも随分前の話なんですけど。主演さ

れる方に非常に不快な思いをさせたことがあるんですけれど、あのシャ

ッターはいまだに設置されているんでしょうか。 

 

舩林シティセールス課市民館長 この度の耐震改修工事で、扉、シャッターは

もうそのままなんですけども、ほぼ上げたまま使わない状態にして、扉

を改修いたしまして、扉で開閉をする形にしております。ですので、シ

ャッターでガタガタするということは、今後はないと思っております。 

 

長谷川知司委員 １１１ページ一番上ですがサッカー場のサッカー交流公園運

営協会負担金とありますね。これは今年までこれで来年度から変わると

いう見方でいいですかね。 

 

矢野スポーツ振興課長 それは移管されることを前提にということですか。
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（「はい」と呼ぶ者あり）今、県のほうで令和２年度の予算が発表されて、

県立おのだサッカー交流公園の改修予算が付いたということは承知して

おります。これについて、市としては条件は整いつつあるということで、

完全にこの移管を受けるとほぼ決まりではあるんでしょうけど、正式な

表明ではないと思いますので、今のところ何とも言えません。移管され

れば当然なくなるものにはなります。 

 

長谷川知司委員 その場合、この金額というのは大体これでいくわけですかね、

運営費そのものが。 

 

矢野スポーツ振興課長 こちらについては現在、スポーツ交流施設、レノファ

のクラブハウスとして使っている施設の主に光熱水費での負担金という

ことになりますので、一応１１節で組んでいくようになると思います。 

 

奥良秀委員 ちょっと今関連の質問なんですが、今移管っていう話が出たんで

すが、今のお話では、内容的にはもう移管が進む話で答弁されたと思う

んですが、そうなると今後の何年間かの予想というか予定というか、維

持管理等々をやっぱり立てていかなくてはいけないだろうし、もう今の

段階でできてなくては、多分いけないと思うんですよ。今後、５年間ぐ

らいの投資見通しであったりとか、そういったものはもうできてるんで

しょうか。 

 

矢野スポーツ振興課長 現在おのだサッカー交流公園への運営費負担金、基本

的な予算は２，４００万円です。こちらについては、市が全額負担金を

出しておりますが、一応この額を超えない範囲で運営はできるというふ

うに考えております。プラス支出があっても、２，４００万円を超えな

い範囲でできると考えております。 

 

奥良秀委員 もう１回確認なんですが、サッカー交流公園の維持管理、全て年

間で２，４００万円ということでよろしいですね。 
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矢野スポーツ振興課長 今県立おのだサッカー交流公園が、いわゆる県が今管

理している交流棟、それから倉庫棟、天然芝のサッカー場、それから人

工芝のサッカーコートが２面分あるわけなんですが、こちらの管理につ

いては、２，４００万円で賄えると思っております。スポーツ交流施設、

レノファがクラブハウスとして利用している施設については、プラス先

ほどの負担金同等の額が掛かってくる。一応こちらの額が掛かってくる

ように考えております。 

 

山田伸幸委員 突然飛んだんでびっくりしたんですが、文化会館に戻らせてく

ださい。文化会館は以前、顧問の方が努力されていろんな主催イベント

等やってこられておったんですが、現在はどのような運営がされている

んでしょうか。いろんなそういう主催行事について。 

 

長井文化振興課長 芸術顧問制度は廃止させていただいたんですけれども、そ

の代わりに芸術文化アドバイザーということで、ガラスの分野、かるた

の分野、音楽の分野と、それぞれ２名ずつアドバイザーの方を任命して

おりますので、分野ごとにそれぞれのアドバイザーにいろいろな相談に

乗っていただいて諸事業を進めております。 

 

山田伸幸委員 主催行事というのは、市民の方がよく鑑賞に来られるような、

そういうすばらしい内容になっているんでしょうか。いかがですか。 

 

長井文化振興課長 毎年いろいろとジャンルを変えて、いろいろな方に音楽で

あったり、今年度は落語を中心とした古典芸能の観賞事業を開催しまし

たが、毎年いろいろなジャンルで、皆様にお楽しみいただけるように企

画しております。 

 

笹木慶之委員 ９９ページの文化振興費の報償金の２５５万８，０００円の内

訳を教えてください。 
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長井文化振興課長 これは、各種事業の審査委員の謝礼、児童生徒書道展であ

ったり、ピアノマラソンの審査員であったり、その謝礼とあとは１２月

に開催します少年少女合唱祭への出演団体に対する謝礼。それから、あ

とはアウトリーチ事業の出演者への謝礼。それとあとは、各種委員さん、

文化によるまちづくり推進員さん、かるた振興委員会の委員さん、それ

から、芸術文化アドバイザーの謝礼が含まれております。それともう一

つ追加で、令和２年度は東京圏でのガラス展示を開催予定としておりま

すので、その展示に対する指導の謝礼も計上しております。 

 

笹木慶之委員 例のアドバイザーが６人おられると。アドバイザーの報奨金っ

て幾らなんですか。 

 

長井文化振興課長 アドバイザーの謝礼は予算１００万円を計上しております。 

 

笹木慶之委員 もう１点は今のガラスの件。ガラス展示の関係は。 

 

長井文化振興課長 東京での指導謝礼は１０万円を計上しております。 

 

笹木慶之委員 はい、分かりました。 

 

山田伸幸委員 １０１ページ１９節負担金で、現代ガラス展実行委員会負担金

が５１０万円となっていますが、全体予算が幾らで市の負担がどういう

理由でこういう負担金になっているのか、その点をお答えください。 

 

川地地域振興部長 一応２か年の事業で、今年度と来年度の事業ですけども、

一応、来年度の令和２年度の事業費ということでよろしいですか。一応、

全部で１，６１６万２，０００円です。ガラス展の実行委員会の総事業

費が１，６１６万２，０００円です。 
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山田伸幸委員 市が大体３分の１弱を負担しているということなんですが、あ

とはどういった負担になっているのか。どういったところが負担してい

るんですか。 

 

長井文化振興課長 入場料を見込んでおります。それから第８回のガラス展に

つきましては、各企業や個人の方にスポンサーになっていただこうとい

うことで広く働き掛けをしておりますので、そちらの収入も見込んでお

ります。 

 

川地地域振興部長 １，６１６万２，０００円は、２か年の事業で１，６１６

万２，０００円。さっきの５１０万円っていうのは、来年度の市の負担

ですから、市は今年度３００万円出してますんで、８１０万円出してま

す。したがいまして、市は約５０％を出しているという計算になってお

ります。それから、入場料は３５０万円ぐらいですか。あとは、いろん

な団体の助成金が４０万円ですとか、一応企業からいろんな協賛金を頂

いたり、あるいは個人の方々にサポーターになっていただいております

ので、そういった収入で今賄おうとしております。 

 

伊場勇副分科会長 文化会館費の１０５ページなんですけど、工事請負費って

書いてますが、４０３万円。何の工事をされるんですか。 

 

長井文化振興課長 受電施設開閉機等の更新、それから館内の防火設備の修繕、

自家発電装置用の蓄電池等の更新を予定しております。 

 

山田伸幸委員 今の更新というのは、かなり大きな電気設備の更新ということ

でよろしいんですか。 

 

長井文化振興課長 受電設備開閉機と申しますのは、不二輸送機ホールの敷地

内にある設備で８０万円を予定しております。それから、自家発電装置

用の蓄電池は、非常時の際に稼働する自家発電装置の蓄電池の交換等で
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１８０万円計上しております。どちらも一定の更新の事業で開館しまし

て２５年たっており、かなり設備が古くなっておりますので、そのため

の更新です。 

 

伊場勇副分科会長 スポーツ振興費の１０７ページ。１０７ページの消耗品費

が今年度より１３０万円ぐらいアップしておりますが、これは聖火リレ

ーとか、そういったことかなと思うんですがいかがでしょうか。 

 

中村シティセールス課地域政策係長 スポーツ振興費につきましては、様々な

事業費が含まれておりまして、聖火リレーに関わるものが８７万円。そ

れから先ほど御紹介しましたパラサイクリングのまちＰＲ事業が５２万

７，０００円等も含まれておりますので、昨年度より増えておるかなと

思っております。 

 

河野朋子分科会長 はい、ほかに。（「なし」と呼ぶ者あり）なしということで

１１３ページまでなしということなので、２１８から２２１ページまで。

事業はやりましたが。 

 

山田伸幸委員 観光協会のことなんですけど今、実質、市が事務局ということ

でやっているんですが、これはどうしても独立をさせていくというよう

な方向というのは、今まで検討してきたと聞いてきたんですが、最近で

は、どのように考えておられますか。 

 

川地地域振興部長 県内のいろんな市を参考に、本市の人口規模を見ながらど

のような体制でやっているかっていうのをいろいろと調査をしてまいり

ました。実際に、本市の観光協会をもし独立させるとなると、やはり毎

年二、三千万円ぐらいの費用っていうのが出てきます。この辺の費用対

効果を見ていくと独立して専門の職員を置いてやっていくのがいいのか。

それとも、うちの観光政策との絡みをしながらある程度の兼業でやって

いくのがいいのかということを比較衡量した場合に、本来であれば政策
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と実際の観光振興は分けたほうが効率的ではないかというふうには考え

られますが、当分の間は今の体制でやって、お互いを補完していくしか

ないかなというふうな考えでおる所存です。 

 

山田伸幸委員 実際に観光面で、いわゆる観光客というのが押し寄せてそれを

さばき切れないというような状況にないというのはよく分かります。し

かしながら、今後の方向として、いつまでもそれではいけないと思いま

すし、本当にこう山陽小野田市を観光でたくさんの外からのお客さんを

迎えるというのであれば、やっぱりそういった専門機関も必要であると

思うんですが、現状ではそうではない。そうは言っても、やはり、この

７市町も含めていろんな観光事業をやろうとしておられるわけですから、

その辺はいつまでもまま子扱いでなくて独立も検討しながら、本市の観

光振興を図っていくということが必要だと思っております。是非そうい

った面でいうと、市の職員ではないプロパー育成も必要ではないかなと

思うんですけど、考えておられますでしょうか。 

 

川地地域振興部長 実際にプロパーの育成につきましては、たしか平成２０年

から５か年事業でふるさと雇用という国の事業がございまして、実際に

プロパーの要請を本市といたしましても、ちょっとした実績があります。

ただその成果を見る中でも、なかなかちょっとそちらのほうに方向転換

が、できるようなちょっと成果が上がらなかったというのもあります。

その点も踏まえながら、また今後、やっぱり広域での連携というのが必

要になってきますんで、そういった視点からの協議も必要ではないかと

いうふうに考えておる次第です。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか、そこまで。それでは、②の審査は全て終

わりましたが、③に山陽総合事務所だけ来られておりますので、そこの

部分だけをして、本日終わりたいと思いますので、職員の入替えをした

いと思います。 
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（職員入替え） 

 

河野朋子分科会長 すいません、５時になりましたが、少し延長させていただ

きます。審査番号③のうち山陽総合事務所関係のみ、本日、審査したい

と思いますので御協力よろしくお願いします。審査番号③番の中の山陽

総合事務所関係ですので、審査事業６番についてまず説明を受け、その

部分の予算書について、質疑を受けるというところまで本日進めさせて

いただこうと思いますが、よろしいですかね。（「はい」と呼ぶ者あり）

お待たせいたしました。それでは、執行部の説明をお願いします。 

 

吉村地域活性化室長 一般会計予算常任委員会資料６の２３ページをお開きく

ださい。地域おこし協力隊募集事業の事業概要について説明します。中

山間地域においては、農林業従事者の減少、高齢化の進行により、荒廃

した森林や耕作放棄地が増大しており、高齢化等による担い手不足によ

り集落機能の維持が困難となっています。地域の課題解決のため、本市

でも、令和元年度から地域おこし協力隊の募集を行い、地域住民を主体

とした持続可能な中山間地域の活性化を図っております。現在の地域お

こし協力隊の周知募集方法としましては、市、県のＨＰ、移住交流推進

機構ＪＯＩＮや、イベント参加時などでのチラシの配布を行って募集を

行っています。現在の周知方法だけでは事業の認知度は低いため、本市

の地域活動に興味をもっていただいても、実際に目にしたことのない地

域に、いきなり地域おこし協力隊の活動を行い、定住等を検討するまで

考えることは難しいと考えています。認知度を上げ周知方法を強化する

方法として、また、地域おこし協力隊として活動する前に、一定期間、

地域協力活動を体験し、山陽小野田市についての理解を深め、協力隊の

応募検討材料の一つとして活用してもらえればと考え、地域おこし協力

隊募集事業を実施するものです。また、地域おこし協力隊の失敗の多く

は、地元、隊員、行政の三者のミスマッチによるもので、お互いのイメ

ージとかけ離れていたことによる関係性の悪化が問題となっていること

から、特に受入地域とのミスマッチを解決する方法としてもこの事業を
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実施したいと考えています。２５ページをお開きください。先ほど申し

ましたが、地域おこし協力隊の失敗の多くは、地元、隊員、行政の三者

のミスマッチが原因だと言われています。地域の取組と人材のミスマッ

チは、地域づくりができると思ったが、生活支援ばかりだったという苦

情など行政との関係づくりによるミスマッチでは、行政のやり方と協力

隊のやり方が合わず、対立関係になるという問題。地域との関係づくり

によるミスマッチは、地域との関係づくりがうまくいかない、必要とさ

れないという問題や、地域のやり方と協力隊のやり方が合わず、対立関

係になるなどの例が挙げられております。このようなミスマッチの解決

方法として、地域おこし協力隊制度が国において創設されました。具体

的には、住民との交流を含む２泊３日以上の地域協力活動の体験プログ

ラムを実施する事業で、取組を実施した経費について、１自治体あたり

１００万円を上限に特別交付税により財政措置されるものです。令和２

年度、川上地区に１名の募集を行う予定にしています。受入地域、受入

自治体、地域おこし協力隊希望者をはじめとする地域協力活動に興味の

ある方の、三者のマッチングを図ることを目的とし、本市においても地

域おこし協力隊のおためし事業を実施することを計画しています。事業

概要としましては、募集人員は４名、２泊３日の体験プログラムを実施

する予定です。体験プログラムの概要としましては、１日目は山陽小野

田市全体の観光。山陽小野田市を知ってもらうための観光を考えており

ます。きららガラス未来館の経験や、花の海の体験も含めて実施したい

と考えております。２日目は受入地域と住民との交流。今回は川上地区

での地域協力活動を体験していただいて、その地域の方との交流を行っ

ていただければと考えております。３日目は近隣市町を巡り、山口県全

体の魅力にも触れていただければと思っています。以上を基本プログラ

ムと考えていますが、募集者の要望を酌み取り、一人一人に合ったプロ

グラムをそれぞれ希望に応じて作成し、実施したいと考えています。事

業を実施することで、受入地域にとっては、受入自治体だけでなく、受

入地域の住民も一緒に希望者を受け入れることで、地域側の主体的な動

きが醸成される。受入自治体としては、新しい募集形態として、隊員の
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なり手の確保につながる。地域協力活動に興味のある方にとっては、事

前に受入地域やその住民、地域協力活動の内容を知ることができ、受入

地域や受入自治体との意思疎通が早い段階から図られることにより、ス

ムーズに活動を開始することができるなどのメリットが期待できると考

えています。２４ページをお開きください。主な事業費としましては、

隊員募集のための旅費、地域おこし協力隊のおためし事業に係る燃料費、

募集のために郵送するチラシの運搬費等、おためし事業に参加する人の

ための傷害保険、住民との交流を含む２泊３日以上の地域協力活動の体

験プログラムを実施する委託料、施設利用の入場料（ガラス未来館、花

の海）、宿泊施設借上料を計上しております。その他としましては、おた

めし事業以外での隊員募集のための旅費、チラシ作成、ＪＯＩＮへの参

加負担金などが入っております。以上で説明を終わります。御審査のほ

ど、よろしくお願いします。 

 

河野朋子分科会長 説明が終わりましたので、質疑を受けます。 

 

山田伸幸委員 先日地域おこし協力隊１名が決定したというニュースを見たん

ですけど、これとは別のことなんですね。 

 

吉村地域活性化室長 川上地区には２名を予定しておりまして、１名を決定し

ておりましたので残りの１名を来年度募集する予定にしております。 

 

山田伸幸委員 この度、報道等で明らかになった方は、もう地域おこし協力隊

ということで、おためしではなく実際にどこかに住み込まれて、地域で

の活動をし、住居も探しておられるということでよろしいんでしょうか。 

 

吉村地域活性化室長 今、２月１日に委嘱した隊員につきましては、川上地区

のほうで活動されております。 

 

山田伸幸委員 その方のお仕事は、何か特別なものがあるんでしょうか。 
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吉村地域活性化室長 地域の農事組合関係のお手伝いと地域の地域活動、そし

て、６次産業化の開発等があります。 

 

山田伸幸委員 そういう農業経験のある方なんですかね。いかがですか。 

 

吉村地域活性化室長 農業経験は一切ない方でありました。 

 

奥良秀委員 事業概要の中で、一定期間っていう文言があるんですが、一定期

間等はどのくらいの期間なんでしょうか。 

 

吉村地域活性化室長 ２泊３日です。 

 

奥良秀委員 それで、こちらの方が中山間地域で荒廃した農地をということで、

主に農業関係なんですが、事業としては総務省のほうでやられている地

域おこし協力隊なんですが、いろんな分野があると思うんですよね。今

後、これは農業ですけど、ほかの分野にも波及して行うという考えはあ

るでしょうか。これがちょっと今部署が違うかもしれませんが、そうい

う考えられるかどうか、もし分かれば教えてください。 

 

吉村地域活性化室長 私がいますのが、地域活性化室におりまして中山間地域

を担当している部署です。今回私どもが実際しているのは、地域住民を

主体とした持続可能な中山間地域を作るために行っておりますので、そ

の地域での要望があれば、その事業を実施することになると思います。 

 

奥良秀委員 地域おこし協力隊っていうのが、今全国的にもかなり増えてまし

て、御存じのとおり平成２１年度からできてまして、今、大体平成３０

年度で５，３５９名ぐらいの人がいらっしゃるという話なんですが、先

ほどから言われているミスマッチがかなり起きているような状況で、是

非ともいい人材が来られた場合は、逃さないように是非目を配っていた
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だいて、本当にすばらしい人材が来られると思いますので、育てていっ

ていただきたいと思います。これは要望です。 

 

伊場勇副分科会長 そのミスマッチを少しでもなくすために、やはりその募集

の方法なり選定基準というのをしっかり充実させなきゃいけないと思う

んですけども、今１名の方がいらっしゃるということで、その中で新た

にこういう事業をして、しっかり選定していく。４名募集をするという

ことなんですけれども、その選定する方法なり内容なり、今、いろいろ

経験されていると思うので、これからどういうふうに募集をするのか、

選定するのか教えてください。 

 

吉村地域活性化室長 おためし事業とは別にこの地域おこし協力隊の募集に当

たっては、地域の方の御意見を十分反映した募集を実施していきたいと

思います。今回初めて募集をしまして、やっぱりいろいろ欠けている、

抜けていたこともありますし、いろいろ勉強することもありましたので、

その辺を十分考えて募集を実施していきたいと考えております。 

 

伊場勇副分科会長 おためし事業の募集の選定方法はどうですか。 

 

吉村地域活性化室長 おためし事業は募集があるところにお声を掛けていただ

ければ、おためし事業を実施するようになると思います。募集４名って

いうのが、４名ぐらい来られるかなと思っていますんで、４名分のため

の事業費を組んでいるもので、もしかしたら、おためしに来たいと思わ

れる方がいらっしゃらなければ、件数はゼロになると思います。 

 

伊場勇副分科会長 なので、募集が来れば、おためし事業の応募者で、例えば

東京から来る人に対して行うということですよね。ただ、それにもやっ

ぱり、「行きたいんですけど」、「はい、どうぞ」、ではいけないと思うん

で、しっかりお金を使う事業ですから、その選定はどうするんですか、

書類選考から面接、書類選考を何回するのかとか、そういったところは
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どうなんですか。 

 

吉村地域活性化室長 今は、御要望があればお話を聞いておためし事業に来て

いただこうと思います。選考とかはせずに、地域おこし協力隊は選考し

ますけれども、おためし事業は山陽小野田市を知っていただいて、地域

おこし協力隊として来ていただきたいっていう方ですので、もっと知っ

ていただくために来ていただくので、選考とかではなくて御要望があれ

ばお話に乗って来ていただくということになります。 

 

笹木慶之委員 ちょっとお願いしておきますが、中山間地域の定義というのは、

旧山陽町全てなんですよね。だから、この事業については、広くやっぱ

りきちっと説明されないと、やっぱりそういう希望が出てこないと思う

んです。だから、農業地域だけに限らず、漁業もあろうし、それから一

部の昔の商店街もあろうしね。だから、その辺りをしっかり取りこぼし

のないように選定して、おためし事業をしてもらいたいということを申

し上げておきますが、よろしいですね。 

 

河野朋子分科会長 要望ということで。はい、ほかに。 

 

奥良秀委員 来られた方の大体の統計でいえば６割ぐらいが定住されて、その

中の約３割の人が自立というか、起業されてるっていうデータがある中

で、地元の要望だけではなくて、来られた方の要望もよく聞き入れられ

て、先ほど言ったミスマッチ、やはり何かしらの夢があって来られると

思いますので、その辺はよく酌み取って行っていただきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 地域活性化室の今までの活動として、実際にその地域おこし協

力隊の人たちと触れ合って、どういった活動しておられるかと見てこら

れましたでしょうか。 

 

吉村地域活性化室長 山陽小野田市に来られた地域おこし協力隊の方は２月１
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日に委嘱しまして、今、１か月がたちました。まだ地元の方々との交流

っていうか作業自体は、実際は農業の支援ですので、今から忙しくなる

のかなと思ってますけども、皆さんと交流して、地域の活性、地域が活

力あるというか、ちょっと動き出したかなと感じているところです。 

 

山田伸幸委員 地域おこし協力隊を私はいろんなところで見てまいりまして、

御本人さんたちの話を伺ってきたんですが、やはり一番鍵を握っている

のは、コーディネーターの活動なんですよね。今、実際、それをしてお

られる方がいらっしゃるんですか。 

 

吉村地域活性化室長 県にまず地域おこし協力隊のコーディネーターの方がい

らっしゃいます。そしてまた今回入られた地域おこし協力隊の方は、川

上営農組合を母体として動かれます。全体的に川上地区の活性化が目的

なんですけれども、母体としては、川上営農組合、川上営農組合の方が

責任を持って、その方にいろいろと教えられているというのが現状です。 

 

河野朋子分科会長 よろしいですか。質疑は。今回、おためし事業ということ

なので、その辺りですけどね。 

 

山田伸幸委員 何か市のほうのスタンスがよく見えないんですよ。そういった

これが成功例なれば次から次というふうになっていくと思うんですけど。

やはり、そういったところでもっといろんな情報収集だとか、いろんな

やり方を把握した上でこれに当たられるべきではないかなと思っていま

す。先ほどからミスマッチというけど、本当にミスマッチだったんかっ

ちゅうこともあるんですよね。よく途中で帰られるというのもあるよう

です。その一つはやっぱり近隣とのトラブルが一番多いんですよね。近

隣の人たちはごく普通にしゃべっていても、都会から来られた方にとっ

てはとても受け入れ難いようなこともあるんですよ。だから地域にとっ

て普通のことが、そういった人々にとってはもう次元の世界のことだと

いうこともありますので、相当息の長い支援をしていかなくちゃいけな
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いので、県にお任せするというのが私はいかがなものかなと思いますが、

市のほうで是非そういうコーディネーターを務めるような方が必要だと

思うんですが、いかがでしょうか。 

 

吉村地域活性化室長 地域おこし協力隊の方がどうしても別の場所っていうか、

新たな場所に来られるということで寂しい気持ちになられるっていうの

は、いろいろちょっと勉強しまして感じているところですので、今１週

間に１回、面接するようにしています、短いですけども。そして、隊員

がどのように思っているのか、どうしたらいいのかっていうのを、そこ

でお話を聞いて、隊員が望むことをかなえられるんであれば、私どもの

ほうも協力していくというふうにしておりますので、今のところはちょ

っとそのように協力しているというのが現状です。 

 

河野朋子分科会長 はい、ほかに。この事業についてはよろしいですか。該当

ページがありますが、よろしいですか。山陽総合事務所のところのここ

はいいですか。１１０、１１１ページですかね。中にちょっとずつ入っ

ていますけど。 

 

伊場勇副分科会長 ７５ページの地域おこし協力隊募集ブース設置負担金を、

ちょっと少し詳しく説明してください。 

 

吉村地域活性化室長 地域おこし協力隊の募集が年に１回、ちょっとお祭りみ

たいな感じであります。そのブースは東京のほうでやります。そのブー

スに設置するのに１０万円掛かるということですので、１０万円出して、

そこで募集を掛けたいと考えております。 

 

山田伸幸委員 ということは、これ今までそういうのを出したことないという

ことなんですか。 

 

吉村地域活性化室長 今年度は出しておりません。 
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笹木慶之委員 １１１ページの１３の委託料の調査設計委託料は何でしょうか。 

 

吉村地域活性化室長 保健センターの空調の設計費です。 

 

山田伸幸委員 旅券が実際にどの程度、これまで大体年間発給されてきたので

すか。 

 

吉村地域活性化室長 山陽小野田市パスポートセンターにおきましては、旅券

の発給、申請ともに１，０００件程度あります。 

 

山田伸幸委員 かなり多くてびっくりしたんですけど、それは何名の職員で今

やっておられるんですか。 

 

吉村地域活性化室長 地域活性化室では５名おりますので、基本、主に対応す

るのがパスポート専用の職員がおりますので、それとあと４人が補助し

ながら対応しております。 

 

河野朋子分科会長 もういいですか、そこまでは。それで全て山陽総合事務所

関係は終わりましたね。ほかにもそれ以外はないですか。③の中の総合

事務所関係だけ審査が終わっておりますので、明日は、③番のそれ以外

の部分を、審査事業番号１番から行きます。では、本日は、これで終わ

りたいと思います。お疲れ様でした。 

 

午後５時２９分 散会 

 

令和２年（2020 年）３月１１日 

 

一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会長 河 野 朋 子   


